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第８回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成28年８月17日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成28年８月17日（水）午後０時34分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ９番 松田  勲君 

      １０番 北川 勝義君  １４番 下山 哲司君  １６番 実盛 祥五君 

      １７番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  原田 昌樹君 

      総合政策部参与  徳光 哲也君      総 務 部 長  前田 正之君 

      財 務 部 長  直原  平君      教 育 次 長  奥田 智明君 

              正好 尚昭君              入矢五和夫君 

              荒島 正弘君      消防本部消防長  黒沢 仁志君 

              小竹森美宏君              遠藤 健一君 

      総 務 課 長  原田 光治君      くらし安全課長  中川 裕敏君 

      財 政 課 長  藤原 義昭君      管 財 課 長  小坂 憲広君 

      税 務 課 長  末本 勝則君      収納対策課長  土井 常男君 

      教育総務課長  藤井 和彦君      学校教育課長  石原 順子君 

              土井 道夫君              井元 官史君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  奥田 吉男君      主    事  松尾 康平君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

  

  

社会教育課長兼 
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまから第８回の総務文教常任委員会を開会したいと思います。 

 開会に先立ち、友實市長のほうから御挨拶をお願いしたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 皆様、おはようございます。 

 本日は、皆様本当にお忙しい中、第８回の総務文教常任委員会開催をいただきましてありが

とうございます。暑い日が続いておりますけども、皆様方におかれましても何とぞお体には御

留意いただきたいと思っております。 

 さて、きょうの委員会への御協議する案件でございますけども、事業の進捗状況といたしま

して、来る９月の定例議会における補正予算等の上程する予定の案件の説明と、それから各種

の事業進捗状況についてお知らせをして、御協議を賜りたいと思っております。そのほかにも

案件がございますので、皆様方の御周知あるいは御協議をさせていただきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、早速ですが、協議事項に入りたいと思います。 

 １番目の事業の進捗状況についてということで、総合政策部のほうから順次説明願いたいと

思います。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） それでは、総合政策部の資料をごらんください。 

 まず、１点目でございます。平成28年度の赤磐市一般会計補正予算（第３号）につきまして

でございますが、１ページおはぐりください。 

 秘書企画課関係でございますけども、歳入といたしまして、一般寄附金、ふるさと赤磐応援

寄附金でございます。これまで６月の補正も含めまして6,000万円を予定をいたしておりまし

たけども、なおたくさんの御寄附をいただいていることから、改めまして2,000万円の追加を

お願いしたいと思います。 

 歳出でございますけども、そのふるさと応援寄附金にかかわります寄附金……。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与、トータルで8,000万円になるというこっちゃな。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとそこのを、ちょっとついでに当初とあれとして、ちょっと

言うちゃってんよ。 
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○総合政策部参与（徳光哲也君） はい。当初で3,000万円、それから６月補正で3,000万円、

ここで2,000万円ということで、トータルで8,000万円となります。 

 歳出でございますけども、この応援寄附金にかかわります寄附金の謝礼あるいは代行手数

料、クレジット決済の手数料等で963万5,000円を歳出として計上いたしております。 

 次に、シティプロモーション事業でございますけども、10月22日から岡山県内で先行上映さ

れる「種まく旅人～夢のつぎ木～」につきまして、この映画のすばらしさを市内の小中学生に

実際に見てもらって、ふるさと赤磐のよさを再認識をしてもらうということから、市内の小中

学生に前売り券の配布をいたしたいというふうに思っております。 

 また、あわせまして学生であるとか、高齢者など車での移動手段等々を持たない市民に対し

まして、各地区から映画館までのバスの運行につきまして、これをそれぞれの区あるいは町内

会で実施することに対しまして、一部の補助金を交付をいたしたいというふうに考えておりま

す。内容的には、下に書いてございますように、小中学生の映画の鑑賞券が380万円、それか

らバスの運行の助成金といたしまして481万8,000円でございます。これは、赤磐市内から岡山

市内まで行くバスの使用料につきましての２分の１、上限といたしまして３万6,500円を限度

といたしまして助成をするものでございます。それぞれの地区の町内会あるいは行政区単位で

のまとまりを持って、各地区等から行かれることに対しましての助成をするというものでござ

います。 

 それから次に、市の歌でございます。 

 現在募集をいたしておるところでございますけども、この歌詞にしたい言葉を応募した人へ

の記念品等を出したらどうかということを４月の委員会のほうで御提案をいただきました。そ

の記念品であるとか、あるいは入賞作品に対します謝礼等々、あるいはＣＤの作成経費等を計

上をいたしております。制作費ほかで43万6,000円でございます。この歌ができました暁に

は、地域であるとかあるいは学校なんかで継続的にこの市歌を歌っていただきまして、赤磐市

への郷土愛を育てていくということを目的にいたしております。 

 続きまして、２ページ目をごらんください。 

 ちょっと米印でその他というふうに書いてございますけども、現在旧備作高等学校の跡地の

活用事業を計画いたしておりますけども、これに関しまして、取得費用等々が明確になった段

階で９月の委員会等に追加上程をしたいというふうに考えております。これにつきましては、

後ほど進捗状況のところでもう少し詳しく説明をさせていただきたいと思います。 

 秘書企画課の補正関係につきましては以上でございます。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長、創生課、遠藤です。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） ２ページ、同様にごらんください。 

 上段のまち・ひと・しごと創生課関連でございます。 
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 歳入といたしましては、先ほどのシティプロモーション事業でございますとか、この後説明

させていただきますクラウドソーシング事業、そのような関係の地方創生の推進交付金、いわ

ゆる新型交付金を２分の１の補助率でございますが、計上させていただきたいと考えておりま

す。1,302万7,000円でございます。 

 歳出のクラウドソーシング事業につきましては、昨年度の地方創生上乗せ交付金で同様に９

月の補正をさせていただきました。新しい働き方、この御提案を総合戦略の中でもうたってお

ります。在宅等で、なかなか外へ働きに出ることのできない御家庭の中で、企業が発注するよ

うな仕事を受けることができる、そのような新しい働き方、この事業につきまして、昨年度も

取り組ませていただいたんですけれども、大変セミナーなどの参加の方も多くございましたの

で、今年度も推進交付金をいただいて進めてまいりたいということで700万円を計上予定させ

ていただいております。 

 一般会計補正予算（第３号）の主要事業については、総合政策部、以上でございます。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） それでは、続きまして２番でございます。 

 岡山市及び赤磐市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結についてということ

で、進捗状況を報告をさせていただきます。 

 ページのほうは３ページをごらんください。 

 これにつきましては、１番の概要から２番の進捗状況のうちの４ページにあります平成28年

７月15日の連携中枢都市圏ビジョンの懇談会の設置までにつきましては、７月の常任委員会で

御報告をさせていただいてるところでございます。その後の進捗状況につきましては、平成

28年８月９日に岡山市による連携中枢都市の宣言がなされました。その宣言の内容につきまし

ては、別紙資料１をごらんください。 

 こちらのほうに連携中枢都市圏宣言を添付をさせていただいておりますが、１ページ表紙を

めくっていただきますと、岡山市長によります宣言文が記載をされております。さらにもう１

ページめくっていただきますと、１ページ以降につきましては、圏域全体の基礎データ、これ

を記載をいたしておりますので、後ほどごらんをいただければというふうに思います。 

 それでは、また総合政策部資料の４ページのほうにお戻りください。 

 ３番といたしまして、連携取組項目の事務事業でございますけども、これにつきましても赤

磐市が提案している事業につきましては、７月の常任委員会でも御報告、御説明をさせていた

だきましたが、資料のとおり７事業で事業名等の変更もございません。 

 次に、赤磐市が参画している事業についてですけども、こちらも７月の委員会で説明をさせ

ていただいたとおりで、資料のとおり全部で17事業ございますけども、こちらのほうも名称等

の変更はございません。 
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 それでは、ここで資料の２のほうを、別冊でございますけども、資料の２のほうをごらんく

ださい。 

 こちらのほうに連携取組項目の案ということでございまして、この資料につきましては、８

月９日現在の資料でございます。 

 これにつきましては、７月の常任委員会以降、赤磐市以外の市町で新規参画であるとか脱退

等々の変更が生じたものを反映をいたしておりますけども、赤磐市分につきましては変更のほ

うはございません。 

 それではまた、総合政策部資料の５ページのほうにお戻りください。 

 ４番の今後の予定ということでございますけども、９月に赤磐市議会におきまして岡山市と

の連携協約の締結についての御審議をいただきまして、議決をお願いしたいというふうに思っ

ております。その後、10月に岡山市と連携協約の締結を行いたいというふうに考えておりま

す。また、10月には本年度の第２回岡山都市圏連携協議会の開催が予定されておりまして、こ

れに市長のほうが出席をするとともに、また岡山市において第２回の連携中枢都市圏ビジョン

の懇談会を開催する予定になっております。来年１月には第３回の協議会が開催予定というこ

とでございます。３月には岡山市におきまして連携中枢都市圏ビジョンの策定というものが予

定をされているところでございます。 

 それでは続きまして、資料のほうでございます。資料３につきましてちょっと御説明をさせ

ていただけたらと思いますけども、こちらのほうが岡山市と赤磐市との連携中枢都市圏形成に

かかわります連携協約（案）でございます。この協約の案を９月の議会に上程をさせていただ

きまして、岡山市との連携協約をする、その協約そのものでございます。これも７月の常任委

員会で御説明をさせていただいたものと変更のほうはございません。 

 協約内容につきましては、岡山市と赤磐市が圏域全体の経済成長の牽引、高次の都市機能の

集積・強化、圏域全体の生活関連サービスの向上というこの３つの役割に応じた取り組みを連

携していくと。それによりまして、人口の減少あるいは少子高齢化社会にあっても経済を持続

可能なものとし、住民が安心して快適な生活、暮らしを営むことができる都市圏を形成するこ

とを目的にいたしております。 

 そして、第３条でございますけども、別表で掲げておりますとおりでございます。 

 次の別表からごらんをいただければというふうに思います。これが３条関係でございます。 

 こちらに、さきの資料２の連携取組項目の案の赤磐市が提案あるいは参画をして取り組む事

務事業が入っております連携説明ごとのそれぞれの取り組み内容と、岡山市と赤磐市との役割

が記載をされております。これも、内容につきましては７月にお示しをさせていただいたもの

と変更はございませんので、詳細説明は省略をさせていただきたいと思います。 

 それから、最後でございますけども、資料のほうの４ということでございまして、これまで

のスケジュール（案）をつけさせていただいておりますけども、これにつきましてもこれまで
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と同様のものでございます。 

 連携中枢都市圏の形成につきましては以上でございます。 

 続きまして、３でございますが、旧備作高校の土地及び建物の取得につきましてございま

す。 

 ６ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

 これにつきましても、上段に掲げておりますのは、これまで御報告をさせていただいておる

ものでございますので、省略をさせていただきます。 

 ２番でございますけども、土地建物の取得金額ということでございますが、現在岡山県との

調整中でございます。これにつきましては、現在赤磐市から県に対しまして譲与申請書と買受

申請書を提出をいたしまして、県の不動産鑑定の結果を待っているというところでございま

す。その他必要な経費といたしまして、施設を取得後に施設の維持管理、修繕、改修、補修等

が必要になってくるかと思います。あるいはそれにかかわります調査の委託料、それから公共

の下水道の接続が必要となってまいります。それから、修繕にかかわって光熱水費等が必要に

なってくるかというふうに思います。また、建物でございますけども、非常に老朽化した建物

もございますので、それの除却につきましては、現在県と調整をいたしております。引き渡し

を受けた後に、そういった老朽化し、施設の運営上危険なものにつきましては除却を行ってま

いりたいというふうに考えております。 

 ７ページでございますけども、今後のスケジュールでございます。 

 現在、県のほうに譲与申請あるいは買受申請を提出をいたしております。県のほうでは、９

月の下旬ぐらいに公有財産審議会が開かれまして、買い受けにかかわります費用等が決定をさ

れる見込みとなっております。その決定を受けて、財産の取得の議案と補正予算を９月の議会

のほうに追加提案をさせていただければというふうに考えております。その後プロポーザルに

よります業者を選定をいたしまして、正式な譲り受けにつきましては11月ごろ、その後に必要

な箇所の修繕等々を行ってまいりたいというふうに考えております。 

 最後のとこに書いてございますように、県からの取得金額の決定につきましては、先ほど申

し上げましたように９月の下旬ごろに開催されます県の公有財産審議会において行われるとい

うことでございまして、それによりまして旧備作高校の土地及び建物の取得にかかわります関

係議案あるいは必要な補正予算につきましては、県からの取得価格等が正式に決定をいたしま

してから９月の議会に追加提案をさせていただきたいということでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 続きまして、４番でございます。 

 中学生の国際交流事業グローバルキャンプにつきましてでございます。資料のほうは８ペー

ジになります。 

 この目的につきましては、外国の人々との課外活動を通じて国際感覚の基礎を養って、国際
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理解を深めると、あるいはコミュニケーション能力を高めるということでございます。赤磐市

内を中心で行われますけども、リアルタイム事業を世界として――世界といいますか、今年度

の場合はニュージーランドでございますけど――つなげることによりまして世界の中の日本を

意識いたしまして、日本人の自覚を持ち、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現

できる基礎的な力を育てるということを目的にいたしております。 

 赤磐市主催でございますけども、環太平洋大学の御協力を全面的にいただくことになってお

ります。期間でございますけども、あすの18日から20日の土曜日までということになっており

ます。場所は、この市役所あるいは竜天天文台、それから環太平洋大学等の施設を利用させて

いただきたいと思います。参加者につきましては、男子２名、女子６名の計８名となっており

ます。日程につきましても、簡単に書いておりますけども、星の観察、１日目、２日目がニュ

ージーランドの大学との通信授業というようなことをメーンとして行ってまいります。３日目

は成果発表ということで、皆さんの前で英語での成果を発表させていただくというようなこと

を考えております。 

 秘書企画課関係は以上でございます。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長、創生、遠藤です。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） それでは、最終ページ、９ページをごらんく

ださい。 

 移住・定住の関係につきまして、今取り組んでおりますものを紹介をさせていただきます。 

 まず１つ目が、９ページにありますおためし暮らしの体験についてでございます。 

 県外から赤磐市へ移住を考えている方を対象に、赤坂適塾を利用させていただきまして、現

在おためし暮らしの体験をしていただいております。７月の途中から運用を開始しておりまし

て、現在３組の方が実際にお泊まりをいただいて、赤磐市内の見学をされたりというようなこ

とをしております。使用料につきましては、通常の赤坂適塾でございますと、大人が１泊

3,000円、子供さんが1,500円でありますが、１世帯１日１泊2,000円ということでやらせてい

ただいております。これ御紹介でございます。 

 それから１枚、総合政策部の最後にこの移住体験ツアーというカラーのパンフレットといい

ますか、チラシですね、こちらのほうを置かせていただいております。９月24日に赤磐市移住

体験ツアーという日帰りでございますが、今定員20名の募集中でございます。内容といたしま

しては、岡山駅から、是里地区の御協力をいただきまして、ブドウの収穫ですとか、リゾート

ハウス是里で昼食をとっていただき、それから桜が丘の住環境あるいは保育園などを見学をし

ていただくというようなツアーを計画をして、今募集をしているところでございます。この事

業につきましては、岡山県の中山間の補助金をいただいて取り組んでおります。 

 総合政策部からの説明は以上でございます。 
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○委員長（北川勝義君） はい、続いて。 

○総務課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田課長。 

○総務課長（原田光治君） 総務部資料の１ページをごらんください。 

 総務課から９月定例議会の議案案件としまして、条例を２件予定しております。いずれも市

議会議員及び市長選挙における選挙公営の関係の改正でございます。 

 公職選挙法施行令の一部が改正されまして、この４月８日で施行となっておりまして、その

施行令に準じまして、市議会議員、市長選挙の公営関係も、公営の運用を行っておりますこと

から関係条例の改正を行うものです。 

 主な改正内容としましては、そこの中段の①選挙運動ポスター関係で、印刷費及び企画費の

単価改正。こちら単価改正の内容ですけれども、消費税が５％から８％に上がった、上がった

時期は平成26年でございますけども、ことしの４月に施行令関係が見直されたということで、

その消費税部分の単価アップを反映したものとなっております。 

 ２つ目の条例につきましても、こちらは選挙運動自動車関係になりますけども、自動車の借

り上げ単価とその燃料代金のほう、これの消費税単価相当の単価見直しということでさせてい

ただく予定にしております。 

 次に、３つ目としまして、岡山県市町村総合事務組合規約の変更についてでございます。 

 市町村総合事務組合の構成団体の減少に伴いまして、自治法の規定により構成市町村の議決

が必要となっていることから、議会の議決をお願いするものでございます。脱退団体名としま

しては、津山圏域の東部衛生施設組合と同じく西部衛生施設組合、この２つになっておりま

す。県知事への申請が10月予定していることから、この９月議会で上程をお願いするものでご

ざいます。 

 以上です。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長、くらし安全課、中川です。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） それでは、引き続きまして２ページ、資料の２ページをお

願いします。 

 くらし安全課からの９月定例議会の上程議案について、補正予算（第３号）についての説明

をさせていただきます。 

 まず、１番としまして赤磐市防犯カメラ設置支援事業補助金についてでございます。 

 平成27年度から全地域を対象に要望をとり、県の防犯カメラ設置支援事業補助金を活用し、

防犯カメラの設置を行っておるところでございますが、昨年とった要望で今年度の当初予算を

計上しておりましたが、ことし４月に全地区から再度要望をとったところ、当初予算を上回る

要望がございましたので、県の補助事業が今年度終了のため、ここで計上をさせていただきま
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す。補正額につきましては、歳入としまして、県の補助金として135万円、歳出としまして、

地元へ払う補助金として270万円の予定でございます。 

 ３ページのほうへ、１ページはぐってちょっと見てください。 

 これにつきまして、中段ほどに書いておりますが、当初予算では１自治会から４台の予定で

計上しておりましたが、この補正で４自治会の追加で９台ということで、合計13台を計上する

ことで、ここで上げております。 

 もう一度２ページのほうへ戻ってください。 

 ２番の赤磐市自主防災組織活動支援事業補助金についてでございますが、平成24年度からの

事業で地域住民による自発的な防災活動を行う自主防災組織に対し補助を行うもので、これに

つきまして春の地区要望時には当初予算を上回る要望が提出されたことから、ここで補正を計

上したいと思っております。歳入といたしましては、県の補助金として187万7,000円、歳出と

しまして地元自主防災組織へ払う補助金として270万6,000円を計上しております。 

 ４ページをお願いします。 

 済いませんが、ここで歳入、上の欄の補正額「187万8,000円」となっておりますが、

「187万7,000円」の間違いで、合計につきましても「287万7,000円」ということで、申しわけ

ございませんが訂正のほうをお願いいたします。 

 中段あたりに書いておりますが、表の下の当初２地区計上しておりましたが、ここで補正で

６地区の追加ということで、合計８地区への補助を今年度したいものでございます。 

 それでは、５ページのほうをお願いします。 

 避難行動要支援者名簿作成についてのお知らせをさせていただきます。 

 避難行動要支援者名簿とは、災害に備えて避難が困難な人を登録しておくための名簿で、登

録者の情報を事前に消防署や警察、民生委員・児童委員などに提供して円滑な避難支援に役立

てるもので、現在は名簿作成の委託業者を決定いたしまして、９月中に避難行動要支援者名簿

登録要件に該当する人へ登録の申請書を送付する予定で事業を進めております。 

 赤磐市では、避難行動要支援者名簿の登録要件は、ここに書いております１から６番に該当

する人で、約7,700人の人が対象になる見込みです。それ以外にも⑦に書いておりますが、該

当はしないが掲載希望のある人についても登録していき、今後の対応へ役立てていきたいと思

っております。せえで、９月からの名簿登録の作業になるような予定でございますが、今年度

末までに名簿を作成する予定で、来年度から外部への提供予定をする予定でございます。 

 以上、総務部の説明です。 

○財務部長（直原 平君） 委員長、財務部長、直原。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） それでは、財務部のほうの資料をごらんになっていただきたいと

思います。 
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 財務部につきましては、財政課の関係、平成27年度赤磐市健全化判断比率につきまして、１

ページから３ページまで資料をおつけいたしております。これの詳細につきましては、また担

当課長のほうから説明をさせていただきますけれども、２番目です、平成28年度赤磐市一般会

計補正予算（第３号）に提出をさせていただきますものにつきまして、表紙になりますけど、

簡単に御説明をさせていただきたいと思います。 

 歳入のほうでございますけれども、地方特例交付金、これにつきましては住宅借入金の特別

税の控除を、この原資を補填するために設立をされたものでございまして、この決定に伴いま

す補正額が127万4,000円、それから普通地方交付税、これも先般決定をいたしました関係で

7,758万1,000円、臨時財政対策債、これにつきましては交付税で賄い切れない額を起債の形で

調達いたしまして、後年その償還分を交付税措置されるというものでございますけれども、こ

の臨時財政対策債につきましてはマイナス１億4,264万1,000円の補正となっております。それ

から、財政調整基金及び歳出の予備費につきましては、今回の補正に伴います財源調整とし

て、財政調整基金繰入金を１億580万円、予備費につきましてはマイナスの８万8,000円という

ことで計上させていただくことと予定をいたしております。 

 それから、管財課からは平成27年度の土地開発公社の経営状況につきまして、これも議会の

ほうで報告をさせていただく案件でございますけれども、別紙資料の４ページから10ページま

で資料をつけさせていただいております。この後担当課長のほうから御説明をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○財政課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○財政課長（藤原義昭君） 財務部の資料は１ページをごらんください。 

 平成19年に公布された財政健全化法に基づき、自治体は毎年４つの健全化判断比率を公表す

ることとされております。平成27年度の決算見込み値による算定結果と各比率の説明をいたし

ます。 

 なお、基準を超える比率はありませんでした。 

 実質赤字比率は、地方公共団体の一般会計等の実質赤字額の標準財政規模を占める割合で

す。黒字決算であり、実質赤字がないことから、横棒の表示となっております。 

 詳しく言いますと、３ページをごらんください。 

 ３ページは計算式を掲載しております。一般会計と竜天オートキャンプ場特別会計の実質収

支額を分子とし、標準財政規模を分母とし計算します。実質収支が黒字であるので、負の値で

表示するため、マイナス6.05％と表示されております。 

 連結実質赤字比率は、一般会計と公営企業会計、特別会計を含めた会計を対象とします。全

ての会計において資金不足、実質赤字がありませんので、横棒の表示となります。詳しく言い
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ますと、一般会計を含めた全ての会計の実質収支額、剰余金を足したものを分子とし、標準財

政規模を分母と計算します。実質収支が黒字でありますので、負の値で表示するため、マイナ

ス27.66％と表示されます。 

 実質公債費比率は、地方公共団体における公債費による財政負担の度合いを示す指標であり

ますが、一般会計の地方債の元利償還額に特別会計の元利償還の財源として一般会計から繰り

出した額を含めた額の大きさを指標とし、資金繰りの危険度を示すのが実質の公債費比率で

す。３年間の平均数値を用い、8.1％となっております。数字が大きいほど財政経営が硬直で

あるということを意味しております。  

 将来負担比率は、地方公共団体の一般会計の地方債や将来払っていく可能性のある負担等の

決算年度末における残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す

のが将来負担比率です。将来負担比率は15.4％で、前年度に対して10.4ポイント減少しており

ます。比率の減少理由につきましては、地方債残高の減、財政調整基金の積み立てが多いこと

が理由と考えられます。 

 １ページに戻っていただきまして、財政健全化団体とされる比率は早期健全化比率で、財政

再生団体の比率は財政再生基準で、各年度の右側の表に記入しております。 

 次に、平成26年度を１カ所修正しております。資料の１ページの表の右から３番目、上から

５番目の③の実質公債費比率の9.0％の欄ですが、昨年9.2％としておりましたが、今回作業を

して計算方法に誤りがあると気づきまして、９％と修正しております。大変申しわけございま

せんでした。 

 以上簡単ですが、財政の健全化比率の説明とさせていただきます。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長、管財課、小坂です。 

○委員長（北川勝義君） 小坂課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 管財課からは、２件報告をさせていただきます。 

 まず、平成27年度赤磐市土地開発公社の経営状況について御説明いたします。 

 財務部資料の４ページからごらんください。 

 例年９月定例議会におきまして、地方自治法第243条の３第２項の規定によりまして、赤磐

市土地開発公社の経営状況について報告させていただいております。 

 まず、資料の５ページ、６ページにつきましては、平成27年度の事業報告の写しを載せてお

ります。平成27年度におきましては、設立団体であります赤磐市からの要請がございませんで

したので、事業収益はゼロでありました。 

 続いて、７ページからは決算書の写しとなっております。 

 ８ページに貸借対照表を載せております。資産の部につきましては、合計が3,990万5,673円

でございます。負債の部、資本の部を合わせた負債資本合計は同額の3,990万5,673円となって

おります。 
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 １枚はぐっていただきまして、９ページ。 

 こちらのほうには、損益計算書を載せております。事業収益から一般管理費を差し引きまし

た事業損失は７万2,188円、事業外収益５万8,767円でありますので、当期純損失は１万

3,421円となっております。 

 なお、一般管理経費の内容につきましては、法人県民税、それから法人市民税、それから預

金残高、証明書発行手数料となっております。事業外収益は、預金利息でございます。 

 10ページ目にキャッシュフロー計算書を載せております。 

 先ほど説明しました損益計算書の内容をキャッシュフロー計算書にしたものでございます。 

 一番下の６の平成27年度末の現金及び現金同等物期末残高は、110万5,673円となっておりま

して、これを次年度へ繰り越すことになります。それから、定期預金につきましては、異動が

ありませんで3,880万円、現金及び現金同等物につきましては、普通預金110万5,673円でござ

います。 

 以上が赤磐市土地開発公社の経営状況についての概要の報告でございます。 

 続きまして、公民連携事業の公募についてでございます。 

 資料は用意しておりません、表紙に書かせていただいております内容になります。 

 こちらにつきましては、赤磐市公共施設等総合管理計画に定めました民間活力の導入と余剰

資産の利活用を推進していくため、赤磐市公民連携事業推進支援業務の受託者をプロポーザル

方式によりまして業者選定を行っております。公募期間としましては、８月１日から15日まで

の間で、公募の締め切りの後審査を行いまして、８月24日に結果を公表する予定としておりま

す。 

 管財課からは以上です。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長、藤井課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） それでは、教育委員会の資料の１ページをお願いいたしま

す。 

 ９月議会に上程予定の補正予算につきまして説明を申し上げます。 

 まず、教育総務課からは、歳入予算の補正でございます。 

 幼稚園保育料25万2,000円の減額につきましては、子ども・子育て支援法施行令及び子ど

も・子育て支援法施行規則の一部改正等に伴う保育料の減免対象拡充による減額でございま

す。園児15人の減額でございます。 

 資料の２ページには、先月の委員会で説明申し上げました減免制度拡充の概要を添付してお

ります。 

 また、３ページには参考といたしまして保育園の保育料の一覧表を添付しております。 

 教育総務課の補正につきましては以上でございます。 
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○学校教育課長（石原順子君） 委員長、学校教育課、石原。 

○委員長（北川勝義君） 石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 続いて、学校教育課関係の歳出予算の補正について御説明い

たします。 

 ①幼稚園一般管理事業80万4,000円です。これは幼稚園の正規職員１名の産前産後休暇及び

育児休業の取得に伴う代員の臨時職員賃金の増額でございます。当初予算は、そこにあります

3,013万8,000円でございました。 

 学校教育課からは以上です。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長、教育総務課、藤井です。 

○委員長（北川勝義君） 藤井課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 資料４ページ、５ページをお願いいたします。 

 教育総務課からは、幼稚園、小学校の運動会の開催について御案内を申し上げます。 

 既に委員の皆様には御案内をさせていただいておりますけれども、資料のとおり幼稚園につ

きましては10月１日土曜日、小学校につきましては９月25日日曜日の開催の予定でございま

す。御多忙とは存じますが、御臨席をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） では、続いて平成27年度産官学連携協力事業について御報告

いたします。 

 資料は６ページからをごらんください。 

 平成27年度の産官学連携協力事業につきましては、何回か御報告させていただいたものもあ

りますが、まずその順番に従っていきます。 

 １、環境整備です。接続の問題であるとか、実施時間の問題であるとか課題がありました

が、それぞれ解決を行い、27年度へとつないでおります。特に、課題の３にありますドリル、

タブレットの実施時間の確保については、タブレットを家庭学習に使えるように持ち帰りする

ということを試験的に実施いたしました。これは平成26年度の11月から実施しております。 

 続いて２、成果と課題についてです。左側にマイクロステップドリルの取り組み成果、右側

にタブレットの取り組み成果についてお示ししております。縦軸の自己評定成績とあります

が、これは自分が自信を持って答えられる漢字の割合を数値化したもので、最高得点は３点に

なります。やや上の棒グラフが、コンマが潰れていて非常に見にくいかと思いますが、最高得

点は３点という表になっております。右側、学習期間を１単位を２日としたもので、いずれの

グラフも右肩上がりの成績となっており、成果があらわれていると考えております。 

 また右側、タブレット教材の取り組み状況をグラフに示したものです。縦軸は問題の取り組



- 14 - 

み率となっております。それぞれ１カ月のうち１週目、２週目、３週目、４週目と右肩上がり

にはなるのですが、全国と平均して赤磐市の児童の取り組みはいずれも20％ほど上回ってお

り、しっかりと活用しているということがわかります。 

 続いて、７ページに参ります。 

 これは、具体的に学力の成果としてどのようであったかということをお示ししたグラフにな

っております。この平成27年度６年生総合学力調査は、平成27年12月に行ったベネッセの総合

学力調査の結果です。赤磐市の６年生が全員参加し、全国ではおよそ７万人が利用した調査で

あります。そこにありますとおり、産官学のモデル校の学校別のデータと赤磐市、全国の平均

正答率を国語、算数の教科別にお示ししております。国語については、モデル校がほぼ赤磐市

の平均またはそれ以上の平均点をとっておりますが、算数についてはややばらつきのある結果

となっております。 

 続いて、その下の３、平成28年度、今年度の事業につきましては、既に希望校10校へ事業を

拡大し、機器の配備を行っております。また、課題改善の取り組み等については、ごらんいた

だけたらと思います。 

 以上、産官学連携協力事業の取り組みでした。 

 続いて、済いません、時間が長くなりますが、８ページから岡山県学力・学習状況調査の状

況について、先ほどの産官学と絡めての御報告を簡単にさせていただきます。 

 ８ページ、平均正答率の部分は省略させていただきます。 

 度数分布をごらんください。これは、各教科について、縦軸はその正答率の割合を示し、横

軸の数字は正しく回答できた問題数を示しています。例えば、国語でいきますと問題数が23問

あり、赤磐市内の生徒の中で23問全問正答した生徒の割合というものを示しているという形に

なっております。 

 赤磐市の課題でありました低位層、点線で囲んであります部分についてはやや改善が見られ

る、いずれの教科についても改善は見られるものの、平均正答率より少し低い山の部分、丸囲

みの部分については、やはり赤磐市内、平均よりやや低い正答率の生徒の割合が多いというこ

とを課題だと感じております。 

 続いて、９ページをごらんください。 

 これは、先ほどの産官学の取り組みをしたモデル校の生徒が現在中学校１年生ということ

で、その生徒が小学校５年生からの全国調査等の平均正答率を同一学年の経年変化という形で

まとめたものです。縦にあります数字は全て平均正答率、横に５年生が一番左、続いて６年、

中１となっております。ですので、今回の県の学力調査は一番右、中１年と書いてあるところ

が今回の調査結果となっております。いずれも岡山県の平均に近づいているという意味では、

成果が見られると考えております。また赤磐市全体、また産官学のモデル校についても、同じ

ように近づいているという動きが見られるものです。特に、産官学に関して言いますと、理科
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については赤磐市の平均を大きく上回り、県平均にかなり近づいているという部分は成果であ

ろうと思います。その一方で、数学の活用の部分については県平均との差が縮まらず、この点

について今後検討が必要かと考えております。 

 学校教育課からは以上です。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 消防総務課より、平成28年度一般会計補正予算につ

いて説明させていただきます。 

 資料の１ページをお開きください。 

 まず、歳入の雑入、消防団員安全装備品整備等助成金の49万9,000円の補正について説明さ

せていただきます。この事業は、消防団員等公務災害補償等共済基金が行います消防団員安全

装備品整備等助成事業におきまして、本年度簡易デジタル無線５基の49万9,000円の助成が決

定したことによる歳入でございます。 

 続きまして、歳出の非常備消防費、備品購入費、事業用備品30万円の歳出の補正について説

明させていただきます。 

 先ほどの歳入で説明させていただきました消防団員安全装備品整備等助成事業としまして、

簡易デジタル無線の５基の決定をいただいたものでございますが、本年度当初予算にて自己財

源で２基整備する予定でございました。この２基の整備する自己財源分を、今回５基整備する

総事業費から自己財源分を差し引きました30万円の歳出を補正分とさせていただいておりま

す。 

 なお、このデジタル無線の整備は本年度で完了いたします。 

 以上で簡単ではございますが消防総務課より御説明をさせていただきました。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 ここで11時まで休憩とします。 

              午前10時53分 休憩 

              午前11時０分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 皆さんにお諮りします。 

 ただいま総務部のほうから消防本部までの説明がありました。質問につきましては、各部ご

とに質問を受けたいと思いますが、そのようにさせてもろうてよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、総務部のほうで質問がありましたらお願いしたいと思い

ます。 

 ちょっと、皆さん出てねえんで、ちょっと気になりましたので、赤磐市の自主防災組織活動
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支援事業補助金ということで、先ほど執行部の課長から説明ありましたのが、当初が山陽７丁

目の団地へ４台、それから補正で４台というこって、自治体で桜が丘連合会が５台、桜が丘東

が５丁目へ２台、東が６丁目へ１台、西山団地が１台ということ、９台出ております。これも

う単純に見たらもう全部山陽地区だけになるんじゃないかということがとられます。その中

で、いろいろ補助率の加算とかいろいろなことがあってできない各区もありますが、せえま

あ、課長の説明ではことしで終わると、今年度で終わるという、県補助が終わるということだ

ったんですけど、ぜひまあ、周知徹底もできとるとは思うんですけど、やはりこれでもちょっ

と必要なんじゃないかという、安心・安全については必要なというような区が、集落が出てく

るんじゃないかと思って、山陽、大変申しわけねえんですけど、桜が丘だけとか山陽だけの団

地だけがするんじゃのうて、ほかのとこも必要じゃねえかなというのが出てくるんで、できれ

ば来年度にかけて単市というんか、市でも何か、何らか考えるということを考えていただきて

えと思う。それはどんなんでしょうかね。 

 今さらここに出とんのを見直せえとかという話をしとんじゃないんですけど、そうじゃなか

ったら、今後出てきてできない、自力でやりなさいというたらなかなか不公平が生じるんじゃ

ないかなと思いましたので、そのことにどのように考えられとるか説明願いたいと思います。 

 余り言うても、そう何十台も出てくるこたあねえと思うんじゃ、毎年３台とか５台としとき

ゃあ知れとんじゃねえかなと思うんで、そこんとこどのように考えとるかわかれば教えていた

だきたいと思います。まあほかの人が質問する前にと思うて今言うたん。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 防犯カメラの補助についての説明をさせていただきます。 

 今年度で県の補助事業が終わりということで、来年度からの単市事業でのお話がございまし

たが、まずできれば県の補助事業を活用できればいいんじゃないかということで、県のほうへ

も調整しまして、再度各地区へも要望のほう、ないかを追加で聞くことによって、もし上がれ

ばそこで県のほうへも今年度の事業として上げたいというふうなことで、事業のほうをまずは

進めていきたいと思っております。 

 それと、そこでまたこぼれたものにつきましては要望等を、そこでどのように出るかによっ

て今後の追加要望が、その後またあるときには、そのときにまた検討のほうをさせていただき

たいと思います。 

○委員長（北川勝義君） はい、わかりました。 

 そういうことも考えていただきゃあええんじゃが、ここでするというて、これから事業を推

進してきょうたら時間もねえと思うたり、形勢も変わっていくと思うんじゃ、形状も変わった

り、形勢も変わっていって、ここじゃあ当然必要なとこもできるんじゃないかというのが出て

くると思うんですよ。今の現状ので、来年度できるとか、再来年できるというたら、そのとき
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に考えていくんじゃのうて、制度的にそういうことをつくっていくべきじゃねえかなと、市

長、僕はそう考えたということなんですよ。これが、安心・安全で生活さすためにするという

んじゃたら、防犯も兼ねてするんじゃったら当然必要じゃねえかと思う。これ見よったら、山

陽団地じゃとか、山陽のとこだけが犯罪や防犯があるようなとこかというて、吉井、赤坂、熊

山はねえんかというてこう言いてえんで、そねえなことはねえんじゃねえかと思う。 

 それから、これもうしたことにけちをつけるつもりはねえです。じゃけど、集会所じゃと

か、公園じゃとか、そねえなとこへやるべきじゃねえ。やるんじゃったら、これは市が、赤磐

市が公園を管理して、指定管理とかもとに渡してやりょんじゃから、赤磐市のほうがお金が何

ぼかかろうと管理せにゃあおえん。わかるかな、今言ようることは。例えば、中学校じゃった

ら中学校は赤磐市立高陽中学校でもよろしい、そこでの管理をするのは赤磐市が責任を持って

やらにゃあ、赤磐市が。せえ、例えばというたら山陽で、山陽団地の団地の中へ、岡山県の団

地の中へするのを赤磐市が金を出して自治体がするような話じゃないということを言よん。こ

れは根本的な考え方を言よんですよ。 

 たまたま僕らも余り偉そう言えれん。ちょっと公会堂が要るんじゃとか、集会所が要るんじ

ゃというたら、補助金がのうなっていろいろな事業を使うて、青少年婦人の家じゃとか、老人

憩の家じゃとかというのをつくって、地区の集会所とかコミュニティに使わせていただくとい

うことはようけありました、補助金もらわにゃあやっていけれんのんで。そういうこともある

んで、中川課長の言われたことようわかりょんで、あると思うんじゃけど、そういうとこでや

るのはそういうとこが持つべきで、市が持たにゃおえん、同じこと、市もそれを利用すりゃあ

ええんじゃ、名前使うて、ええんじゃけど、ちょっとそこらも考えていただきてえと思うて。 

 ガラスが集会所で割られるとか、コミュニティハウス割られる、そんなこたあ日常茶飯事で

よう管理せられりゃええんで、うちらでいうたら、はっきり言うて、今は出てねえですけど、

変質者が出たとか、いろいろなことがあって、久門線の辺でいろいろあったというたりするん

も、そういうとこへつけてほしいんですよ。そこらは誰がつけるんならというたら、久門線

は、下山さんおられるけえ、草生地区につけえというたらつけんわなあ、久門線じゃったら。

黒本地区もつけんわな。周匝地区もつけん、中村地区もつけんわな。ほな誰がつけるんならと

いうことになって、そういうとこ通学路で行きょうるとこじゃったら、防犯灯じゃったら、通

学路は中学生が行くんじゃったら赤磐市のが見とるというこって、逆に言うたらそういうとこ

を見るようなことに使うていくべきじゃねえかなとちょっと思うたんで、今補助金が使えると

きに活用してもらう。中川課長、ええことなんで、悪い言よんじゃのうて。 

 せえまあ、市長、考え方として、先のことは言われなというんかもしれんけど、ここで落ち

もあると思うんじゃ。絶対落ちがのうて、次がありませんということはねえ、形勢、形状が変

わらんことはねえと思うんじゃ。変わっていったときにあると思うんです。そのときには単市

でも考えていただくというような考えがなかったら、これ僕区長じゃとか、じゃねえけど、こ
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れ見て何で山陽はそっちばあするんならという話が出て、偏るんじゃねえかということが出て

くる可能性が多い、そう思うんですよ。ちょっとそこのとこを、ちょっと考え方があったら、

わかれば聞かせてください。 

 市長に聞かせてもらいたい。 

 友實市長。 

○市長（友實武則君） 御提案ありがとうございます。 

 この防犯カメラについて、今回お願いしているものは、あくまで岡山県の事業としての補助

事業に応募する案件がこういう形であるという御報告させていただいております。このほか

に、引き続き防犯カメラの設置の要望等がありましたら、そこは考えていくべきものだと認識

しております。 

 先ほど課長の説明にもありましたように、12月までは県の事業が応募できますので、いま一

度各区、区長さんにいろいろお願いをして募集をかけてみます。そうした上で次のこと、来

年、再来年、やっぱり要るでという話があったときには、その声をしっかり聞く態勢を持って

前向きに検討するということで考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、ありがとうございます。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 以前から思うとったんじゃけど、防犯カメラについて、委員長が今言

われたんでついでなんじゃけど、赤磐市として本当にここに必要なという把握ができとんかな

あと、皆丸投げで、手を挙げる人がおったら、はいで、そういうもんじゃあないというふうに

ずっと以前から思ようたんじゃけど、まあ言わんでもええわ思うて黙っとったんじゃけど、つ

いでの話になったから言うんじゃけど。やっぱし赤磐市としてここに必要だろうというような

部分を、赤磐市が自覚してよう認識できとんかというのが一番問題じゃと思う。そういうこと

を優先的にやったほうが価値があるんじゃねえかなと、委員長のついでで言わせてもろうたん

じゃけど、その辺の考えを市長にちょっと。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 防犯カメラがあったほうが安全のためにいいだろうという場所の把握

ですけども、通学路におけるカメラがあったほうが安全性が確保できるであろうという場所、

それからもう一つには、赤磐市内で刑法違反の犯罪が行われている、特に窃盗ですね、自転車

盗とかの窃盗が頻度高く発生している場所、こういったところを監視するのが有効かと思いま

すけども、そういった場所の把握は教育委員会あるいは赤磐警察署と協議しながら把握のほう

はできております。そういったところのすみ分けしながら、赤磐市として設置しなければいけ
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ないところもその中にはあろうかと思います。その辺は必要性をしっかり検討して、すみ分け

しながら本事業とは別でも考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 先ほどまだ間に合うんじゃというて言ようられたんで、やっぱりそう

いうことを、小学校の子供が自動販売機をちょっとこう悪さしたり、そういうのが頻繁にある

ようなとこはやっぱり子供の非行を抑えることにも成り立つんで、そういういろんな部分を含

めて考えてもらいてえなと思うのがあるん。そういうことを踏まえて検討してください、は

い。 

○委員長（北川勝義君） 市長、僕が言いたかったのはちょっと違うて、赤磐市が管理せにゃ

あおえんとこは赤磐市が独自でやらにゃおえんのじゃ。しかし、それが各地域でやりてえとい

うんがあったら補助金に乗せて、中川課長が言う県の補助金じゃな、乗せてやることも大事な

というて言ようるわけ、使やあというのを言いてえわけで。 

 せえただ、市長、下山さんもちょっと、僕ちょっと今犯罪のない、犯罪というんが、安全・

安心なまちづくりを推進するためにというのがもとじゃから、安心も安全も、犯罪ねえん問題

なんじゃけど、皆これは防犯カメラは県も、失礼、伊原木知事も岡山へ住んでおられたり、東

京へ住んでおられるからわからんのかもしれん、吉井町の周匝の辺や河原屋、草生のとこへ来

て安全でないとこいうんがぎょうさんある。防犯灯までつけれんけど、防犯灯でもつけてほし

いんじゃけど、防犯灯１基つけりゃあ防犯灯代がぎょうさん要るから、なかなか防犯灯も我慢

しょん。やっぱりそういうこともあるんで、今度はカメラもええんじゃけど、ちょっと明るい

だけでも何ぼか犯罪も非行も少のうなる、ちょっと考えていただきてえという。 

 今指定管理しとるとこで、はっきり言やあ黒本農村公園というんがあるんです、赤磐市が指

定管理しとんのがあるんですよ。そこんとこへバーベキューセンターがある、岡山県地域振興

事業交付金等で事業をしてバーベキューセンター、トイレとか皆で。もうトイレ直さんように

したんです。１カ月に一遍窓ガラス割られるんです、落書きしたり、直しょうても。じゃけえ

もうずっと指定管理直しょうらんようになって、そうしたらもう、一遍やられたらもう直らん

けんせんのんですけど、今そういうなんがある。そういうとこらでも本当つけてほしいんがあ

るんじゃけど、地元に負担金を出せじゃとか、地元がそういうなんせえ言うたら、ようやらん

ですわ。大きい集落の、吉井町でいうたら周匝じゃとか、一番大きいとこじゃというて、小め

えとこの団体じゃったらちょっと不可能なと思うんで、そういうとこの要望も、中川課長、や

っぱり聞いちゃってほしいという事情、事情があるんで、そこんとこもまた考えてください。

せえで、赤磐市がやらにゃあおえんことがあったら補助に乗せていただきゃあええし、乗らん

場合は、市長言われたような考え方で進めていただきてえと思うんで。 

 ただ、自動販売機の辺のどうのこうのというのは、いっつもしょうる人がおるんじゃ、僕も
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よう知っとんじゃ、友達たあ言わんけど、何人かしょんじゃけど、もうそれなあ、しょうる人

なあ、仕方がなかろうじゃねえかと思うて、しょうる人も、子供がしょうったら、中学生やこ

うしょうったらとめるよ、中学生じゃのうてええおじさんじゃから、もうずうっとしょんじゃ

けど、もうどねんも、しゃあねえしな、ちょっと要らんことを思うたんで、それを何か犯罪じ

ゃというのも何か、お金が落っとったら、奥へ落っとりますがん、100円。うめえこととるん

じゃけど、僕らあとれんので、それも仕方ねえかなと、まあ要らんこと言いましたんで、ちょ

っとこれについてはよろしいです。 

 他にありましたら、総務部で。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 私も防犯カメラについてお尋ねなんですが、委員長のほうも先

ほど触れていらっしゃいましたが、山陽７丁目といいましたら県営住宅になってまいります。

県営住宅の敷地内というのは県の管理のものでありまして、うちの赤磐市というのは管理外と

いう、管轄外という形になります。そういうようなところに地元の町内会の方が、不明な、不

安な箇所があるからカメラをつけたいということになれば、うちの赤磐市がその半分を出すっ

ていう、そういう考え方っていうのは果たしてあるのかなあと思ったりするわけです。 

 例えば、これ管轄外というくくりでぜひ捉えて考えていただきたいんですが、例えば赤磐市

内にたくさんのスーパーマーケットあります、コンビニエンスストアもあります。そこは赤磐

市の管轄外ではなくて、民間の管理地であります。そこの管理地に、例えば若い方々が深夜徘

回で自動販売機の前とかでたまるんだと、あるいは自転車置き場のところにたまってたばこを

吸ったりするんだと、町内会としてこれはちょっと青少年の観点で防止したいからというよう

な形で、お店の人に交渉して監視カメラをつけたいんだということになれば、赤磐市としてそ

ういうところにまで踏み込んで、許可がおりれば半分の税金投入というようなものをするとい

うことがあるのかなあと思ったりするわけです。 

 県営住宅と民間の敷地ということであれば、ちょっと印象が違うので捉えづらいところはあ

るかもしれないんですが、要するに税金投入という形で考えたときに、赤磐の管轄じゃないと

ころに投入するということは、私どうもちょっとイメージがつきづらいんですが、これはもう

こういう考え方でいいんですか。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 山陽団地７丁目ですから、県営住宅の敷地内でのカメラの

設置ということですが、今回４台を当初で計上しておりました。これにつきましては、市道部

分に関する分が２台、それといろいろな人が集まる公園と公会堂の駐車場に１台、それと敷地

内の暗い部分の通路について１台と、計４台設置するようになっております。その中で、県の
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ほうとも設置前に、県のほうでの設置も要望をしとりますが、県のほうでは県営住宅内にカメ

ラの設置はしないということで、市民の安全を守るために、ここで市のほうの予算も上げ、県

の補助をもらって設置する方針でやっております。 

○委員長（北川勝義君） 僕もですけど、委員の皆さんにお願いしておきます。 

 ８月の今、今回は常任委員会というこって、９月の定例議会の前で、９月の定例議会の委員

会のときに審議をさせていただくことになると思いますんで、審議内容については軽く触れる

ぐれえで、余り深く入らないように、僕らも反省せにゃおえんとこあるんですけど、執行部の

ほうも、まあ執行部が態度変わって簡単に言えというんじゃねえんですけど、そこら辺のこと

も執行部も御理解して、質問、回答等をお願いします。 

 佐々木さん、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 考え方の話で、どういったぐあいに向き合うのかなあというと

ころが、今後類似するようなこともあろうかと思いますので、一つのそういうふうなかかわり

方を今度していくんだなあというようなところにつながってくるんでお尋ねをしたんですが、

私は県のことは県にしてもらったほうが、そう思ってますんで、またそこら辺については政策

のすり合わせというか、もみ合いになりますから、またそこら辺は、また意見交換をする中で

いい形にしていけたらと思います。御説明ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） この避難行動要支援者名簿作成、これはええんな。 

 これ聞き違えたんじゃ、さっき委託するというたんかな、名簿つくるときに。これ見たら、

１から６まで、赤磐市に全部データがある内容じゃないかと思うん。委託せんでも職員さんが

できるんじゃないん、これ。そんなに難しい内容の事業のように思えんのじゃが、地区の民生

委員さんに聞けば地区内の状況はわかるし、業者に頼むような、かえって職員がしたほうがし

やすいんじゃねえかと。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 直営での施行のほうについても考える中で、やはり各、こ

の①でいうと介護認定の関係、②でいうと身体障害者の関係等いろいろな部署からデータをも

らったものをうちの様式に合わせたような形でするという作業も必要になってきます。全て電

算上の上で確かにやっていくものですが、そういう作業になりますと専門業者のほうへ委託す

ることによって間違いなく、取りこぼしもなくできると思いますので、委託のほうをさせてい

ただくということでお願いしたいと思います、で計上しております。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 



- 22 - 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） わかるんです、言ようられること。じゃけど、赤磐市が合併して以来

よう出る言葉で――私は言わんけど、今初めて言うんじゃけど――山陽方式じゃというて何で

も外注に出すんじゃと、自力でやるという考え方がないんじゃというのをかなりたくさん聞い

て今日まで来とんじゃけど、12年目が来ていまだにそういうのが、自力で何とかやろうと、努

力しょうという、後に続いて追従できるような、そういう、これも議論のうちじゃから、何で

もやってみんと、自信がねえから出したほうがええというふうに聞こえるんで、今の説明じゃ

ったら。もう事務的な処理ぐらいは自分とこでできんのかなと思う。 

 市長、ちょっと市長も勤められとったんじゃけん、そのくれえのことが委託せにゃあできん

のですか、ちょっとその辺の答弁ください。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 御指摘ありがとうございます。 

 この案件については、確かに市の各担当事務レベルで情報は集まってまいります。この集ま

った情報をさらにこの台帳に入力等の作業については外部委託でさせていただきますが、あく

までもその作業を委託するのみであって、この要支援者名簿、名簿の作成は担当課が責任を持

って実施するということには違いありませんので、御理解をお願いしたいと思います。 

○委員（下山哲司君） よろしい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） ほんなら、聞き違いじゃなしに、説明不足じゃな、それで終わらせま

しょう。はい、ありがとう。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ総務部を終わります。 

 皆さんにお断りいたします。 

 一応総合政策部が１番じゃったんじゃが、次並べとるのが順番で、間違えましたんで、次は

総合政策部がお願いします。 

 総合政策部についての質問はありませんか。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） これは何度もお聞きしてるんで大体は把握はしてるんですけど、ちょ

っと確認なんですけど、この連携中枢都市宣言ということで、この前新聞にも出ておりました

けど、これは基本的には岡山市さんと、例えば赤磐市周辺の、中枢も、この中へ入っている市

町村ありますけど、例えば岡山市さんと赤磐市の連携を重視ということですかね。契約書を見
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たら全部そうだと思うんですけど、例えばこの中に図書館の件がありますよね。図書館の項目

がございます、公共ネットワークの強化のことで、３ページですね。 

○委員長（北川勝義君） 図書館相互利用事業じゃな。 

○委員（松田 勲君） その中で、図書館相互利用事業というのがあって、赤磐市は丸になっ

てますよね、瀬戸内は丸じゃないんですよね。この前瀬戸内は新しい図書館ができたんですけ

ど、例えば赤磐市と岡山市の例えば図書館を相互に利用できるようにするというのが前提だと

思うんですけど、隣の瀬戸内とか、そういったところの連携はしないということなんでしょう

か。もしするとしたら、岡山市さんがきちっと連携の中心に入ってやってくださるということ

なんでしょうか。 

 それと、これ全部いろんな事業がございますけど、これは全部、岡山市さんは全部取り組ん

でいくということですね。近隣の市町村は丸とかついてなかったりいろいろしておりますけ

ど、選べるようにしてますけど、岡山市さんは全部、基本的には全部これ取り組んでいくと。

それに手を挙げてくださる市町村が、一応丸がついておりますけど、そういったことで岡山市

さんは全部やるということが前提なんでしょうか、一応そこの確認だけですけど、お願いしま

す。 

○教育次長（奥田智明君） はい、委員長。 

 図書館の関係はうちでも、ええですか。 

○委員長（北川勝義君） おう。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） 全体。 

○委員（松田 勲君） 全体に。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） 委員御指摘のとおり、赤磐市と岡山市、この１対１の連携

協約をするということでございます。それで、岡山市につきましては、上がっている項目全て

の市町と連携を結んでいくという形になってます。 

○委員長（北川勝義君） そうそう。 

○委員（松田 勲君） 岡山市ね。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい。基本的には、赤磐市と岡山市という形になっており

ます、はい。 

○委員長（北川勝義君） ええか。 

○委員（松田 勲君） 例えばの話。 

○委員長（北川勝義君） あれ前のときに、ちょっと僕口挟んだわけ、前のときに説明せなん

だかな。岡山市と中核都市が市町村がすんであって、岡山市イコール参画しとる事業をするん

じゃったら、連携取組項目なんかというたら、赤磐市と岡山市と。 

○委員（松田 勲君） 隣の。 
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○委員長（北川勝義君） 隣の、じゃけえ和気町があって、和気町は関係ねえということじ

ゃ。 

○委員（松田 勲君） 関係ねえということ。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、図書館があるけど、瀬戸内市と、松田さんの流儀で言う

たら、僕が解釈しとるのは、説明聞いたら、瀬戸内市も入っとると、図書館へ入っとったと、

今連携に、岡山市、赤磐市、瀬戸内市入って、ほんなら赤磐市と瀬戸内市は本のこれはでき

ん、岡山市へ対しての、岡山市対赤磐市、岡山市対瀬戸内市という考え、そうとっとったんじ

ゃけど、今の。まだええげにできてねんじゃねんか、おめえ、できとんか。 

○委員（松田 勲君）  横の連携はしてない。 

○委員長（北川勝義君） まだできてねえ、どんなんです、今度、確認を再度。例で簡単に言

うたらで。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） 委員長等御指摘のように、基本的にこの連携中枢都市圏で

やることについては、岡山市とそれぞれの市町が連携をするということでございまして、横の

連絡につきましては、また別の方法があろうかというふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、今松田さんのを聞いてとってもええんじゃけど、今言よ

んのは、赤磐市と瀬戸内市が入っとったするが、図書館の中へ。瀬戸内と赤磐の本の貸し借り

は交流ねえ、できん言うたらおえんけど、今後ほかのやり方あるけど、この事業じゃあ、中核

的なというたら、縦軸のこっちゃろう、岡山市というあれで、できんという結論じゃろう、今

のところ、そう説明聞いたん。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、基本的にはそういう形が連携中枢都市圏の取り組み

ということになります。 

○委員長（北川勝義君） じゃったら、おめえ、要らんことじゃ、バスやこうで広域のバスを

動かしたりするときやこうはおかしゅうなるんじゃねえんか。たまたま和気町から通って、赤

磐市を通って岡山市へ行くんじゃというたら、全然連携してなかったらええげにならんと思う

んな。そりゃまあ別個のこっちゃろうけどな、はい。 

○副委員長（佐々木雄司君） ええですか。 

○委員長（北川勝義君） 松田さん、ええ。 

○委員（松田 勲君） いいです。 

○副委員長（佐々木雄司君） いいですか、大丈夫ですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） いや、ちょっと確認なんですけど、前僕の認識違ってたらちょ

っと正していただきたいんですが、徳光参与の今御説明いただいたのが前提といいますか、そ

れが１段構えの部分で、２段構えのところで連携事業っていうのがあるじゃないですか。 

○委員長（北川勝義君） うん、あるある、連携が。 
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○副委員長（佐々木雄司君） ２ページ目に連携取組項目というの。これは、横のつながりの

話で、２段構えになってた、うちと岡山市と対する市町村と、あとそれぞれ市町村がこんなこ

とをやりたいですよって手を挙げたものに関して横のつながりで頑張っていきましょうと、地

域を盛り上げていきましょうというものがあったと思うんです。 

 多分、今松田委員がおっしゃられた図書館の部類とかというのは、まさにその横のつながり

の部分で地域の連携を強めることで地域の図書館の利便性を上げたりとかというようなんで、

生活者サービスの向上に寄与しませんかというような、そんなお話なんだと思うんですが。 

 資料２のお話ししてますよ、裏面の。これ例えば、僕もこれ質問させてもらおうと、教育委

員会に質問させてもらおうと思ってたんですけども、資料２のウの。 

○委員長（北川勝義君） 教育・文化・スポーツ。 

○副委員長（佐々木雄司君） 教育・文化・スポーツで、学校教育情報共有事業ということ

で、総社市さんが手を挙げてます。これに対して、和気町さんが、ああ、これに参加するんで

すよということで総社市と和気町の連携がここで発生するわけです。教育、うちの赤磐市は力

入れてるはずなのに、産官学の連携事業とかもありまして力を入れているはずなのに、総社市

さんがそういうぐあいにおっしゃられるんで、はいはいって手を挙げりゃあいいようなもん何

で挙げてないんですかというようなところとか、交流学習事業ということで真庭市さんが手を

挙げていらっしゃると、これに対しても、交流学習なんかいいことですから、うちの赤磐市で

手を挙げてもいいようなものなのに何で挙げてないんですかというようなこともお尋ねしよう

と思ってたぐらいで、横の連携ってあるんじゃないんですか。私認識違いますかね、私そうい

うぐあいに理解してたんですが。 

○委員長（北川勝義君） そりゃあまた、きっとやり方が違うんじゃろうなあ。 

○副委員長（佐々木雄司君） いや、でも、これ一体の話です。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） ここに上がってます、例えば今例でおっしゃられたんだと

思いますけども、総社市さんが学校教育の情報共有事業というのを、これは総社市さんが提案

をされて、岡山市と連携をされるというような提案の仕方になっております。それで、よその

市町が提案したもので、それを我が町赤磐市も必要だなというものについては、それは赤磐市

も手を挙げて、丸がついてる部分だと思うんですけども、それについては赤磐市と岡山市が連

携を結ぶというようなやり方になっております。 

○副委員長（佐々木雄司君） いいですか、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○副委員長（佐々木雄司君） いや、だから２段構えということでいいんでしょう。１対１

の、岡山市と１対１の関係と、そこのところに参画して横のつながりというのも維持できる２
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段構えということでいいんでしょう、違うんですか。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与、はい。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） 基本的には１対１、岡山市さんとそれぞれの市町さんとの

連携取り組みという形になっております。その後の発展系については、ちょっとまだここまで

は議論が十分されてないかもしれませんけども、基本的には岡山市とそれぞれの市町が連携し

て取り組むというような取り組みになっております。 

○委員長（北川勝義君） 目的もわからんわな、こう書いとる、前から言ようる、こうでない

というて。 

○副委員長（佐々木雄司君） うん、はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） じゃあ、別法なんですが、別のお話として私のほうがちょっと

お尋ねしたいなと思っていたのがあるんですけども、どこだっけな。 

 ごめんなさい、遠藤課長のまち・ひと・しごと創生課なんですが、クラウドソーシング事

業、今回２回目ということでいろいろ頑張っていただけるための補正を組んでいただいてるわ

けでありますけども、セミナーや体験講座をやっていただくというのは非常に時代の働き方を

考える上で重要な取り組み、サポート体制だと思います。そういう中で、私気になるのが、と

はいえ仕事ですから、仕事を出してくださる企業がなかったらいけないわけで、実際どのぐら

いこのセミナーを受けて、仕事にかかわる方ができるんですか、実績みたいなものはあるんで

すか。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長、創生課、遠藤です。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 御質問ありがとうございます。 

 昨年度実施をさせていただきました分を簡単に御説明させていただきますと、まずこういう

制度を御紹介するセミナーに120名ほど御参加いただきまして、その後実際に体験をしてみま

しょうっていうことで体験講座をしましたところ、60名弱御参加をいただきました。さらに、

そこから実際に稼いでいけるステップアップ講座という名称でやらせていただいたのが25名の

御参加をいただいてというような段階を追って進めてまいりまして、もちろんインターネット

等でこういう業界、今話題になっておりまして、いろんな簡単なお仕事から非常に高度なスキ

ルを必要とする仕事まで、当然そういうものはお給料もいいわけなんですけれども、そういっ

たさまざまなものにチャレンジをしていこうということで昨年度やってみた結果ですけれどな

かなか、要するにスキルと収入、それにかける時間、このあたりが子育て中の方だったり、そ

ういう方なんかは、やっぱりイメージしている収入がなかなか得られないっていうようなアン

ケートといいますか、聞き取り、後の調査で見えてきておりますので、そのあたりのスキルア
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ップにつながるようなことも今年度はちょっとトライをしてみたらどうかなあということで思

っております。 

 以上です。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 労働の話になるので、労働統計みたいな話なのかなと。多分数

字的なものは持っていらっしゃらないと思うんですが、要するに手を挙げる、このセミナーを

受けた方が手を挙げるだけの仕事というのは目の前に、市場に転がってるんですか、労働市場

に、あるんですか。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） ぜひインターネット等でさまざまなクラウド

ソーシングのお仕事を募集をしているサイトなども議員さん見ていただければ、もう本当にさ

まざまな、本当にブログの書き込みのようなものからデータの入力ですとか、そういうふうな

軽易な作業から、本当にデザインとか、ウエブ、ホームページをつくるようなグラフィックデ

ザインとかというような高度なスキルを必要とするものまで、さまざまなお仕事が出ておりま

す。 

 以上です。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい、ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 皆さんに、ちょっ、ちょっ、ちょっと待って、皆さんにお断りしておきます。 

 閉会中の委員会ということで昼食をとっておりません。せえ、先ほどは10分ほど休憩してい

ただきましたが、これから随時、休憩のときには行かれてもええと思うんですけど、続けてち

ょっと時間遅うなりますけどやらせていただきたいと思いますので、執行部の方も委員さんも

御了解願います。 

 よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それじゃあよろしくお願いいたします。 

○委員（下山哲司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） それで、下山委員。 

○委員（下山哲司君） １点だけ、備作高校の関係なんですが、ここに県から市へ土地、建物

売り渡して、こうなっとんですが、考え方としてどういう状況でもらうのか、それが一つお聞

きしたいんですけど。最近民間でいうたら大きな公用地があって、それで建物があって、処分

費とあれを全部清算したらただだったというようなんが結構あるあんです。じゃから、民間で
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はそういう状況なんで、あの土地をほんなら県からもらうに当たっては、組合立の学校のとき

の寄附で集めた土地もあるし、それからいろんなもんもあるんですけど、最終的にはその学校

をきれいに処分するという時点の銭が幾らかかるか、これが話のベースになるんじゃと思う。

じゃから、そういう話がベース的にあるんかないんか、それだけ聞かせてください。 

○委員長（北川勝義君） 原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 基本県からの取得に際しましては、先ほど下山委員言われま

した処分費相当額、要はもう使えないものについては処分する経費を差し引いてくださいとい

うことで、それを今不動産鑑定の中で専門家の不動産鑑定士に算定してもらって、現在ある建

物を処分する費用を差し引いた上で取得価格の算定をしてもらうようにお願いをして、そうい

う対応をしてもらってます。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） もう一つ、要するに民間が入られて使うにしても、要するに利益でや

る事業なんか、利益が見込める事業なんか、そういうものも対象じゃと思う。せえで、今ここ

を見たら教育関係と、こういうことになれば、県が金を出してしてもええもんを、赤磐市の金

を必要とすること自体はこれ間違いだと思う。じゃから、最終的には使える建物であろうと、

何年かたったら処分せにゃいけん、そのときの処分。 

 例えて一つ例を言うけど柵原に、旧町のときですから柵原町です。葬祭場があって、それを

組合で運営しとったんじゃけど、それをするときにあそこら辺に葬祭場がねえからしてくれえ

ということで、２つの町が３つの組合ですから、協力して仕方がないからということで施設を

開設したん。ある時期が来たときに、いずれは処分せにゃいけんだろうという話をしようると

きに農協がくれえと、こう言うたん。そのときに解体したら何ぼかかるんならというたら

2,200万円、何ぼでくれえ言うんならというたら500万円でくれえ言ようる。せえで、解体費、

あとはつけずにとってくれるんなら、もうすぐとってもらえという話で、同じとこにあるんじ

ゃから、ないから組合がしたんで、農協がしてくれるんならもう喜んでしてもらええと、こう

いう話で、もう言い値で渡したん、修繕を少しつける。それでも、組合としたらもう同じ事業

がそこでしてもらえてお金が要らんようになるんじゃから、もろ手で賛成したん、全員。 

 やっぱりそういう物の考え方があって、そのところにあるんだけど、それは教育であるんな

ら、これは赤磐市ばあじゃねえ、岡山県としての考え方を持たにゃいけんもんで、やっぱりそ

ういう考え方を踏まえてやってほしいというふうに思うて、その辺のちょっと意見。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 県としてもこの備作高校の活用というのは非常にどうにかし

たいという考えを持って、今回の赤磐市との交渉に際しても非常にこちらの要望も取り入れて
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いただいて、そういった除却費用もちゃんと古いものは古いなりに、県のルールといいます

か、そういったものに基づいて算定をしていただいてますんで、県としても教育関係施設とし

ての誘致であれば、こちらへ逆に建物とか土地も通常よりも有利な条件でということで考えて

いただいておりますんで、その辺は十分こちらの意向も、委員おっしゃられたようなことも伝

えて、県としての協力もしっかりしてくれるように要請しておりますので、その辺、市として

も引き続きそういった意向を踏まえて、県としての協力もお願いしながらやっていきたいと思

ってます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 議場で市長にお聞きしたときに、邪魔になったらいけんからというこ

とで質問も控えて今日まで来たん。来る中で、やっぱりそういう、誰が考えてもそらそうじゃ

なというレベルの話ができとんか、それとも言い方が悪いけど、原田君はここへ来て、帰るま

でにはしますというて僕に言うたぐらいじゃから本気でやりょんじゃろうけど、少々赤磐市の

ほうが緩めてもうまくいったほうがええという考え方が腹にあるんじゃないかというふうに思

うからくぎ刺しょんで。そういうもんじゃなしに、やっぱり最終的にかんかんがくがくやって

もろうて、せえで議会が、ああ、それならしょうがないなというぐらいの話ができとんならえ

えけど、いざふたをあけたときにいつもあるように、そんなこっちゃいけんじゃねえかという

話になったんじゃあもろ手で賛成ができんということがあるんで。 

 というのが、金額が大きいから、僕があの話があったときに、３億円つけてくれえというて

言うたん。そしたら、それはできん。国会議員は３億円ぐれえつけてもらわなんだら、後が始

末できんじゃろう、国会議員はそういう、県は言わない。じゃから、そういう中で、まだ本気

で交渉してねえから、そういう３億円の話が宙へ浮いたままなんじゃけど、あれをきれいにす

るんなら３億円要るんじゃ。だから、そういう話が腹にあってするんか、それともただ欲し

い、売るからという話になるんか、全くその辺のレベルが、まだ一回も聞いてないんで、その

辺が今の段階になったら聞きたい。政治的考え方もあるし。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） まあええわ、原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 県に対しては、私は別に県職員として県から来ております

が、県の立場では一切やっておりません。あくまでも赤磐市の職員として、赤磐市にできるだ

け安くいただけるよう、本来であれば言いにくいようなこともはっきりストレートにちゃんと

言って、いろいろ交渉をしてきているつもりです。結果、また見ていただければ御納得いただ

けるんではないかというふうには自分では考えておりますが、逆に極端な話、どれぐらいであ

れば納得いただけるのか、もしここでお聞きできるんであれば、ちょっと事前にお聞きしてお

きたいんですが。 
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○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） そういう３億円ぐらいの話が出たというのも、あれをきれいに更地に

したらそのくらいかかるん。じゃから、県があのまま放置して、いずれ処分せにゃならんとし

たら、県は３億円要るん。考え方はそこからなん。じゃから、何ぼうちが協力してもらうかと

いうのがもうベースじゃと思う。最低ラインから行くべきで、上から行くべきじゃない。とい

うのが、今現在県は困っとるわけじゃから、かなり。和気の学校の先生が来て草刈りしょん。

そういう状況下で、うちの家が隣にある、親戚があるから、蛇が落ってくるん、草が生えた

ら。そういう状況下の中で、県があれを金にしょうという物の考え方があったら、そりゃ間違

いじゃと思う。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ県知事に言うてけえっちゃ、おめえ。 

○委員（下山哲司君） 特に、利益事業をやるんじゃなしに、教育事業をやるんなら、県が全

部、ただでやってくれえというてもええと思う。 

○委員長（北川勝義君） はい、よろしいな、意見で。 

○委員（下山哲司君） 考え方はそこです。 

○委員長（北川勝義君） 意見でよろしいな。意見というこって聞いとってやってください。 

 せえまあ、僕ちょっと、委員長がしたらおかしいけど、２点あったん。 

 ３億円という話は、僕は今聞いたんじゃけど、３億円くれるんじゃったら僕がもらうで、学

校施設もするで。そんなもうええかげんな話で、国会議員が言うたというて、ちょっちょっ、

国会議員が言うたとか、職員にしてもアバウトでこうじゃというて。じゃから、それを不動産

鑑定してみて言うというんじゃ、それまで待たにゃあいけんこって、今言わりょうる気持ちは

僕は同じ、わからんこたあねえよ、そこんとこはやっぱりよう踏まえて、赤磐市対岡山県じゃ

から、岡山県も立場もあろうから。せえ、下山さんが伊原木知事と仲ええんじゃ、行ってから

ただでもろうてくりゃあええが、二、三億円もろうてというたら、下山さん、碑立ったげるが

ん、それで終わる。 

 せえから、さっき火葬場のことが出た、ちょっと下山さんが要約し過ぎたから、あれは、柵

原町が人工スキー場をつくるというてつくったんです、柵原町が。ええなあというて、柵原町

がつくったん、人工スキー場でホテルも、宿泊施設みたいなけえ、レストランもつくって、下

津井というのをつくって、もう一切はやらなんだん、おえんようなったん。せえで、どねえす

りゃあというて弱ったというて柵原町が、これ僕は、弱ったということでどねえすりゃあとい

うたら、柵原が農協は紹介、何とか経営するけん、やすらぎをさせえと、下津井させえとかと

いうて、そのかわり吉井町に、英田町にもお金が、負担でとも一切言わんという、商工会もか

んでそういう話になってきたん。せえでして、ちょっとしょうるときにやっぱりまたおえんよ

うになって、これが津山農協が広域合併のこともあったりして、津山農協が、お茶屋が経営し
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ょんじゃけど、そこへ貸すということで、もう津山農協が売ってくれえと。せえ今、あとは合

うとります。それがあって、下山さんが金額も言うてから、先がちょっとなかったんで、火葬

場が葬儀場をつくってどうのこうのじゃなかったというんだけちょっと訂正して、だから違う

んで。どっちも削除しとってもええんじゃけど、ちょっと今思いましたんで。削除しょう言う

たら、下山さん、削除すなというて大体言おうからと思うて。そこのところは、そこんとこが

あったんで、それがちょっと落っとったんで、葬儀場をしたいんじゃねんで、そこんとこだけ

勘違いせんようにしていただきてえと。内容の言わんとしょうる意図はよう合うとりますか

ら、意図はということです。 

 他にありませんか。 

 なけりゃちょっと僕、ちょっと、ちょっちょっ松田さん、ちょっとこれだけ先に聞かせてえ

て、もう簡単にするけえ。 

 １つが、１ページのとこの作詞は、作詞のときには記念品出したりするんじゃけど、歌で

す。作曲やこうは記念品か何かあげんのんかなあと、今それが１点。 

 それからもう一点が、９ページの適塾。適塾のところをおためし暮らし体験に来た１世帯

2,000円なんじゃが、それはそれでええんです。適塾を使いてえという人が来たらどうするん

じゃろうかと思うて、その対応はできとんかなということが２点目。 

 適塾は、これはたしか産業建設のが所管じゃろうと思うんじゃ、産建が所管で、うちの総務

文教がこれ使う、何か話し合いは、言うてみりゃあ同じ赤磐市のもんじゃがな、ええんかもし

れんが、そこらのことが話ができとんか。例えば先に、順番になろうけど、例えばおためし住

宅へ僕が来てえというたら、そしたら佐々木さんが適塾へ研修で泊まってみてえんじゃという

たときにだめですよというて、例えばの話が、そういうことを話し合いができとんかなと、ち

ょっとそれがどんなんかなと思うたんがあるんで、それちょっとわかれば、その２点お願いし

ます。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） 先ほどの歌、赤磐市の歌の作曲についてでございますけど

も、現在のところ市内の公立の音楽の先生にお願いしたいということから、特別な謝礼等につ

いては考えておりません。 

 以上です。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長、創生課、遠藤です。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長御指摘のとおり、適塾につきましては

産業振興部の所管でございます。でありますので、当然のことでございますが、適塾の御利用

についてはそれを優先ということにさせていただいております。 
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○委員長（北川勝義君） どっちを優先。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 産業振興部の適塾の御利用を優先ということ

にさせていただいております。 

 そのあいているところで、移住希望の方っていうことで幾らか、何かそういう提供ができな

いだろうかということで、事務局の中で産業振興部のほうと相談をさせていただきました結

果、こういう運用をさせていただいているということでございますので、説明が足らず申しわ

けございません。御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） わかりました、ありがとうございます。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） いいん。 

 済いません、私のほうはシティプロモーション事業の中で、映画の件です、「種まく旅人～

夢のつぎ木」なんですが、この前花火大会でもビデオをちょっと見させていただいたら、何か

すごくおもしろそうだなというのは実感したんですが。 

 それで、小中学校の映画前売り券を配布するということで、これは本当にすばらしいことだ

と思います。また、バスをチャーターして、足のない方に補助金を出すといったこともいいこ

とだと思うんですけど、これはどういうふうに伝えていくのかなと。小中学校の学生にただ映

画の券を配るだけだったら、行く、行かないとかあると思いますし、せっかく赤磐市を舞台に

しているんで、渡すときも学校のほうからきちっとこういった映画なんだよということも伝え

ていかないといけないだろうし、またバスのチャーターにしても、どういった形で、広報だけ

でやるのか、どういった形で促していくのか、宣伝していくのかということをもうちょっと具

体的に教えていただければと思います。 

 それ以外のことは、今回もう９月議会なんで、10月22日ですから、もう今回の補正が、これ

基本的には最後じゃないかなと思うんですけど、そういった中で、これ、当初予算を含めてど

ういった形で10月22日までの取り組みをしていくのか、宣伝をしていくのか、今が一番大事な

時期じゃないかなと、済んでしまったらもう終わりですから、それまでにどういった盛り上げ

をしていくのかというのがちょっと見えてこないんですよね。例えば、バスのラッピングと

か、市の公用車にラッピングするなりしてから、映画のポスターに入っているような、そうい

ったものをやるとか、そういった中に赤磐市という、舞台というのか、ちょっと宣伝をしなが

ら赤磐市をもっともっとやっていかなくちゃいけないんじゃないかなと思うんですけど。僕

は、車にシールを張るとかという話は毎回言ってるんですけど、一向にそういった流れが見え

てこない中で、あっという間にこの10月22日というたら、もう議会済んだらもうすぐなんで、

どういった形でやろうと考えられてるのか、ちょっとそこを教えていただきたいんですが。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） はい、委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与（徳光哲也君） まず、市内の小中学生への鑑賞券の配布でございますけど

も、先ほども説明を申し上げましたように、この映画の内容、赤磐市、ほぼ全編が舞台となっ

てきております。そういったことも含めて、農業のすばらしさなんかを小さい子供さんから知

っていただく、農業のすばらしさを知っていただく、あるいはふるさと赤磐が映り込んでいる

ことから、ふるさとへの愛着を持っていただくと、そういったことをし、赤磐市のよさを再発

見をして、赤磐市から羽ばたいていただくというか、そういったものを愛着を持っていただき

たいということから行う事業でございます。 

 御指摘がありましたように、９月の補正後になりますと、もう余り時間がございませんの

で、これにつきましては上程をさせていただいた後に、できるだけ速やかにそれらのところに

御依頼を、お願いをしていきたいなというふうにも考えております。当然配るだけではいけま

せんので、その趣旨あるいは映画の内容等も含めてＰＲをしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 また、鑑賞バスの運行の経費の助成でございますけども、これにつきましても、やはり９月

といいますと最終日がもう10月目前ということでございますので、できるだけ早くその内容に

つきましては整理をさせていただいて、議決後速やかに各区長、町内会長さん宛てにお願いを

してまいりたいというふうに思っております。こちらにつきましても、やはりただ案内だけで

はなくて、映画のすばらしさなんかも含めてお知らせをしていきたいというふうに思います

し、当然各地元におきましても、急なお話になります。もう既に本年度のいろんな事業という

のは計画をされているかというふうに思いますけども、例えば新たな費用も発生しますので、

町内の親睦会であるとか敬老会みたいな事業とか、そういったものも組みかえていただきなが

ら、この映画の鑑賞のほうに行っていただければなというふうなことも考えております。制度

につきましては、議決をいただくまでに十分整理をしていきたいというふうに思っておりま

す。議決後速やかに御案内をしたいというふうに考えております。 

 それから、それ以外のＰＲでございます。今映画自体の宣伝ＰＲというのはなかなか行政で

はできない部分もありますけども、やはり赤磐市が舞台となったということから行政関係に

は、岡山県の全自治体のほうにこういったものができておりますよというようなことを御案内

もさせていただいておりますし、御協力をいただいてる企業さんにもいろいろと御協力をいた

だきながらＰＲをお願いをしている状況でございます。また、提案のありましたようなＰＲ活

動につきましては、早急に対応してまいりたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 徳光参与の話だと、結局具体性がちょっと全然見えてこないという



- 34 - 

か、でも議決というたら、もう９月29日でしょう。これが過ぎてからというたら、もう１カ月

ないんですよね。それから学校とか、そういった町内会とか配っていきょうたら、もうあっと

いう間に22日が来て、長期でロードショーをするんならいいんですけど、そうじゃないと思い

ますし、そういった中で何かあっという間に過ぎてしまうような気がするんですよね。せっか

くいろいろ賛否両論もありながらここまで来てやるんだったらもうちょっと本気で、市ができ

ることとできないこともあるでしょうけど、しっかり実行委員会を含めてけしかけながらやっ

ていかないと、あっという間に終わっちゃうんじゃないかと思うんです。 

 私、第２段を見たときも、余り宣伝されてなかったけど、見に行ったときに本当に中身は、

本当に農業に関してすばらしい内容だったと思います。小中学生にせっかく見ていただくんだ

ったら、ただ行ってよじゃなくて、学校の授業の一環としていくとか、何かできないんでしょ

うかね。チャーターする分があるんだったら、そういったことも考えてもいいんじゃないか

な、農業を勉強するにはすごいわかりやすい映画だったと、私は後から思いましたし、赤磐市

の地元を知っていただくという意味でも、本当にいい映画だったと思うし、チャンスだと思う

んですね。そういった中で、口コミでどんどん広がっていくようにしていかないといけないん

じゃないかな。区長さんとかに説明をするというたって、説明をするだけじゃあ伝わらないと

思います。ただ、いろんな情報が市のほうからあって、こういうのがありますよ、ありますよ

で流れてしまうだけで終わってしまう。それよりは、例えばせっかく区長さんとか町内会長さ

んを含めて、代表の方でもいいんですけど、そういった方にはちょっと招待をするなりして、

見ていただいて、そのことを帰ってしっかり伝えていただくようにしていかないと、見ないと

わからないと思いますよ。 

 だから、そういった手をしっかり今のうちに組んでいかないと、議決が終わってからじゃあ

もうあっという間に終わってしまうと思うんですね。あれだけもうポスターもできておると思

うんですけど、あのポスターもあちこち張るべきだと思うし、張ってもらうべきだと思います

し、何かそういった機運が何か見えないような、僕は職員が、例えばそういったＴシャツを夏

着て宣伝するとか、何かするんかなと思うたんですが、そういったこともないし、市の公用車

にも何もそういった舞台が赤磐市というのをちょっとやっていかないといけないと思うんで

す。そういったことも全く何か見えてこないんで、あっという間に終わっちゃうんじゃないか

と思うんですけど、その辺いかがなんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 松田さん、僕から言うちゃあおえんけど、赤磐市議会が百条委員会

したり――終わったけど、百条。せえから、こんだあうちは専決しちゃあおえんとか間違うと

る、ずうっとやられるんじゃから、映画製作実行委員会のほうでやってくれえというこっちゃ

けえ、実行委員会のほうの活動と松田さんの言うん、実行委員会でやっていただきゃあええん

じゃねえかと思うんです、ずうっと。これ今赤磐市はやらん、例えば松田さんが言われたよう

な、僕もずうっと絶えずあるん、これ言いたかったん、我慢しとん、Ｔシャツでも、ほんまに
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かりゆしじゃったら着たり、倉敷市じゃったらＧパンはいたりするのと本当同じで、やっぱり

そういうことを本当にやる気があったらやりゃあええ。やったら今度はすぐ反対するん、議会

が。専決したら、また何するんというて。じゃあからもう、そねえややこしいから、製作実行

委員会に任せときゃええ思うんじゃ。僕が言いたかったん、去年のときにゃあ、「種まく旅

人」の入れ物があったわな、袋が。淡路がしとったんかな、たしか。あれをもろうたん、あれ

でもええ宣伝になるわけ。 

 もう松田さん言ようるが、遅えというのはわかっとる重々。じゃけども、行政のするのは議

会の９月の議決受けにゃあできんのんじゃけん、それもうあと製作実行委員会のほうへやれえ

という、頑張ってもらうしかねえんじゃねえかと思うんじゃ。僕が言うたらおかしいんじゃけ

ど。せえみんなで応援しちゃらにゃ、どねんしょうもできんし。せえさっき、市長、僕はあえ

て松田さん、２人やったらおえんので話しょんのは、ええ答えくれたんで、学校単位やこう本

当授業の一環で行ったら物すげえええことになると思うんじゃ。 

 僕はよう批判さりょんじゃけど、吉井のミニライスセンターで、僕らは事務だけしたぎょん

じゃけど、てごをしてやりょうるときに、城南小学校の子が、もう連れて見学に来るん。そり

ゃもうその農業しょうるもんが全部説明してくれるん。僕はじっと作業しょうるだけで、モリ

カゲマサルさんというんが説明するんじゃが、ここはこうあって、米はこうなってずうっとす

るん。ほんなら、子供が米が大事なかったというてわかって、物すげえ帰られるわけ、小学

生、作文書いたり、絵を描いたり、やっぱりそれ大事なこっちゃと思うんで。 

 できたら松田さん言われた話じゃけど、学校単位でどうも300人一遍に行けえというたらあ

れじゃけど、50人とか100人単位の学校もある、そういうところの単位で行けるようなんもひ

とつ、全部せえじゃねえわ、考えていただきてえと思うんじゃ。 

 僕はせえで、松田さんが言うたこのバスの金のことやこう、本当これ大分余るんじゃねえか

と思うてな。せえで今、見てこい、見てこいというて言うて、説明もじゃけど、遅えんじゃけ

ん、まあ職員が一生懸命活動してもらいてえということを応援しちゃるしかねえんじゃねえか

と思うんじゃ。それもあわせて、学校が使えるか、使えんかというのをどう考えとるか、もう

わかりゃあちょっとそれも踏まえて、市長、これ終わったらちょっと答えてください。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） ええよ、言う、下山さん、関連じゃろう。 

○委員（下山哲司君） うん。委員長、今言われたんじゃけど、専決すりゃあもう報告だけで

終わるんじゃから、市長が思うようにできるん、それが大統領制なんじゃから。せじゃから、

市長が腹があればすればええんで、やったら価値があると思えばやればええんで。じゃから、

今のさっきの言葉は違うから訂正して。 

○委員長（北川勝義君） はい。今委員のほうに、下山委員のほうからお叱りを受けました

が、専決でやりたけりゃあ市長の先行性じゃからやりゃあええんじゃといって、反対するんじ
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ゃねえが、反対もあり得るということ、今後は協力していくということで聞かれたんで、お願

いしてえん。それも踏まえて、市長、お答え願いたい。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） まず、学校単位で鑑賞に行くという前向きな御意見いただいてありが

とうございます。 

 学校の単位で、このバスで全校生徒をっていうことになれば、授業との兼ね合い、そういっ

たものも生じてくると思いますので、できるところはそういう形は非常にいいと思います。 

 それから、もう一つには、子供さんが家に帰って、こういう券があるんで見に行きたいと言

ってくれれば、これに親もくっついてくるということも、効果としては狙いはございます。そ

ういったこともあわせて考えながら、効果の高い方法を実施していくべきだと思ってますの

で、これは教育委員会ともよく相談しながら決めていきたいと思っております。 

 それから、職員の活動でございますけども、この映画の製作についてはさまざまな紆余曲折

もございました。こっから先、また議会から不信感を持たれるということのないよう、説明責

任をしっかり果たしながら御理解をいただき、そして御協力いただいての活動をしていきたい

ということで、細心の注意を払いながら、このルールを犯さないような形での宣伝活動等への

協力もしていきたいというふうに考えておりまして、そういうになった中で、赤磐市の優位性

あるいはすばらしいところだっていう、全国に向けてのＰＲ、アピールを強めていきたい、こ

ういうふうに考えておるところでございます。 

 至らない点もあろうかと思います。でも、職員一同これ一生懸命取り組みをさせていただい

てることには違いございませんので、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 市長の言われることでいいと思うんですけど、私はとにかく日にちも

ないんで、今まで委員長が言われたようにいろんな過去にいろいろありました。そういった中

でおくれているという点は仕方ないかなと思うんです。ただ、言ってももうあと日にちがない

わけですから、しっかりこれをばねにして、赤磐市をどんどんアピールしていくチャンスであ

るわけですから。 

 だから、そのためにも、市のできること、市のできないこと、ある程度それはしっかり精査

をしながら、でまた、せっかく実行委員会とかあるわけですから、実行委員会のほうにお願い

して、その関連企業のほうにもお願いして、しっかりそのほうからもできること、できないこ

とがあると思うんで、そういうことも含めて早く手を打っていかないとあっという間に時間が

たってしまうんじゃないんかなということを危惧してるわけです。 
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 だから、そういった意味でもっと具体的に話し合いをしながら、実行委員会にも要請をしな

がら、映画会社にもしっかりとお願いをしながらやっていただきたいと思います。赤磐市をア

ピールするためにも、そういったことを起こしていかないと、赤磐がしっかりそれを押してい

かないと前に進まないんじゃないかなと思いますので、どうかよろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 要望でよろしい。 

○委員（松田 勲君） 要望でいいです。 

○委員長（北川勝義君） 要望でよろしいね。 

 ちょっと僕のほうも要望しときてえんですけど、確認で、今「種まく旅人」の第２作目を全

部赤磐市内上映して回ったわな。それが今度はまた、この小中学生も全員行けりゃあええと

か、年寄りも全員行けりゃあええというのに行けれん人もおるんで、10月22日に公開してから

すぐせえやこうねんで、半年後とかまた終わったころに、また地域分けて、この間やったよう

な、昔の町単位でやるとか、山陽は２カ所ぐらいせにゃあおえんけど、そういうなんでＤＶＤ

ができたらさせてもろうたら、物すごう皆喜ぶというんか、せえ思うた。 

 せえ、ちょっと今佐々木副委員長と話ししょったんじゃけど、どうも小学校の、僕もちょっ

と取り消さにゃおえんかなと思うて、とられようによったら何かこの映画を市役所、市が、赤

磐市が動員してさしょうるようなことをとられたら何か変なが、行きてえというんで行かれる

のはええんじゃけど、ちょっと何か券を渡しとってするのはおかしゅうねえかなあと思うて、

自由というたらおかしいんじゃけど、何か学校でとか、今徳光参与は敬老とか事業があったと

きに行ってくれえて、またおめえ、むちゃくちゃ言うなあと思うて、どうも弱るなあと思う

て、それで何か動員かけられとるような感じがして、とり方でいうたら、悪う言うたらそうと

られたときにちょっと問題にならんかなあとちょっと思うたんで、学校してくれりゃあ、行く

という学校があったらすりゃあええんじゃけど、ぜひそこんとこを配慮して、次のときに終わ

ってからはもうＤＶＤでやるようなことをぜひしてもらいてえと思う。 

 せえからまあ要らんこと、もう一個のお願いは、遅えこたあねえんで、Ｔシャツでもみんな

着て職員受け付けでもおってみられえ、そりゃあでえれえ違うで、国体のときには国体のシャ

ツの、こらっしゅうもねえシャツ着ようたが。せえと同じで、大分意味があると思うけどな、

要らんことを言うたんで、これ要望ですから、答弁はよろしい。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 映画でも、新しい映画が出る場合には、前の古い映画を１作、２作、

３作とあるのをテレビでずっと毎週やるん。あれは何のためにするんかというたら、新しい、

できた映画の宣伝のためにテレビで毎週やるん。へえから、映画の関係者の人に聞いたんじゃ

けど半年、１年たったら、もう話にも出んの。メジャーにならん限りは１年で終わると、それ

が映画なんじゃと。じゃから、やっぱりそういう面でよう考えにゃいけんのん。 
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 それから、もう一つは、１作目、２作目はＤＶＤあるんじゃから、赤磐市が何十枚か買う

て、図書館へ置くかして、あるから見てくださいというて宣伝すりゃあ簡単な話じゃが。 

○委員長（北川勝義君） しとるわな。 

○委員（下山哲司君） うん。 

○委員長（北川勝義君） そりゃしとろう。 

○委員（下山哲司君） してなかろう、聞いてないもん。 

○委員長（北川勝義君） 三宅さん、してねえか。 

○委員（下山哲司君） そうよ、簡単な話なんよ、安いもんじゃから。そりゃ松竹へ頼みゃ

あ、特別価格でくりょう。宣伝じゃあもん。そりゃあ、やっぱしもうちょっと物事をやるんな

ら考えてやらにゃあ、僕はもともと反対はしとらんのじゃけど、やり方が悪いというだけの話

で、やるんならやっぱりそういうふうに一つ一つ気をかけてやるべきじゃと思うん。これがで

きゅうらんと思う。口出さんというて決めとるから。 

○委員長（北川勝義君） 要望でよろしい。 

○委員（下山哲司君） はい、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 要望というこって。 

○委員（下山哲司君） やった以上は結果を出してほしい。 

○委員長（北川勝義君） それでは、皆さん、他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、早急にそういう要望も踏まえて事業実施、要望したぐれ

えな人はもう皆当然賛成してくださるという専決みたいなもんでやっていただかにゃおえんの

じゃねえかなと思うんじゃが、ちょっと要らんこってす。 

 それでは、次に財務部、財務部に入りたいと思います。 

 財務部について質問がありましたら、お願いしたいと思います。 

○財務部長（直原 平君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、ちょっと待って、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 済いません、時間がないのに申し上げるのもあれなんですが。 

○委員長（北川勝義君） はっきり言え、何よんなら、おめえ、わけがわからん。 

○財務部長（直原 平君） 済いません、先ほど財政課長のほうが26年度の健全化の判断比率

の訂正を、１ページになりますけれども申し上げました。③の9.0と今しておるところが9.2、

去年は9.2ということで報告をさせていただいておったということで、補足説明ではございま

せんけれども、これにつきましては、３ページの真ん中どころ、実質公債費比率のちょうど真

ん中辺です。これの実質公債費比率の8.1という数字を導き出しております計算が、平成25年

が8.9、26年が7.6と、27年が7.9ということで、それを３で割ったものが8.1ということでこと

しのが出とんですけど、昨年そのちょうど真ん中の7.6というのを8.0で計算しておりまして、



- 39 - 

先ほど言いました9.2が9.0に下がったということでございます。 

 これ県に報告の後、議会等の報告につきましては必要がありませんということになりました

けれども、今回総務文教委員会のほうで報告をさせていただいたものでございます。今後は、

数字の取り扱いにつきましては十分注意したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

済いませんでした。 

○委員長（北川勝義君） 要するに、県に聞いて、報告義務はねえけど、今回ねえけど、委員

会のほうには、担当常任委員会には報告を、9.2でしとったのを訂正して9.0ということに訂正

したということを皆さん知ってくださいというこって、本会議ではいたしませんという話しし

たんじゃな。 

○財務部長（直原 平君） はい、よろしくお願いします。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済いません、歳入をお尋ねします。 

 臨時財政対策債が１億4,200万円ちょっと減額されてるんですが、これ理由は、国のほうか

ら何という理由が来てるんですか。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 臨時財政対策債につきましては、先ほどざっと言いましたけれど

も、交付税で賄い切れない額を起債の形で借り入れるということで、毎年国が地方財政計画概

要要求ということを８月に出すわけでございます。28年度のこの数字につきましては、昨年マ

イナス2.1と、昨年の８月にマイナス2.1ということで報告を受けておりました。その後当初予

算を組みまして、平成29年１月の通知でこれが、国の方針がマイナス16.3％になっておりまし

た。この誤差が決定いたしましたけれども、１億4,264万1,000円ということで、今回マイナス

補正をかけざるを得なかったという理由でございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（下山哲司君） １つ、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） この臨時財政対策債の前の赤字補填債と一緒。 

○財務部長（直原 平君） いや、赤字補填債……。 

○委員（下山哲司君） あれとはまた違うん。 

○財務部長（直原 平君） はい。 

○委員（下山哲司君） どういうふうに違うん。できにゃあ……。 

○財務部長（直原 平君） この臨時財政対策債は交付税で、要するに地方財政の収支不足の

補填措置ということで来るものでございまして、決まった限度額の中で市町村が借り入れをす
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るものです。交付税では賄い切れないものについて一旦地方自治体が借りといて、それの償還

をしますけれども、その償還について交付税算入をしてくれると、後年です、そういうもので

す。 

○委員（下山哲司君） まあ本番で、本番、これ本番ねえんか。 

○財務部長（直原 平君） はい。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 僕自身は赤字補填債じゃ思うて今までずっと思うとったんじゃけど、

違うということ。でも、実質的には……。 

○委員長（北川勝義君） 実際赤字補填じゃ、赤字補填じゃ、赤字というんが債務負担の。 

○委員（下山哲司君） 赤字部分の、結局修正の金なんじゃろう。 

○委員長（北川勝義君） 考え方は一緒。 

○委員（下山哲司君） じゃあから、考え方は一緒なんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） 考え方は一緒。 

○委員（下山哲司君） 扱うとこが違うわけじゃな、わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 言ようることは同じ意味。 

○委員（下山哲司君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ちょっと１点だけ、僕のほうから、なかったら。 

 赤磐土地開発公社のことなんですけど、これモリで、もう大体、もう皆これで済んで終わっ

て、前部長のときの、近藤部長のときもこれ解散してもええというて言ようたんじゃけど、キ

ャッシュフロー見ようてもわかるんですけど、実際のことを言うたら、税金というたらおえん

が、これの諸費用で７万2,188円払うということで、結果言うたんじゃけど、またこれ何かど

っかすぐやることがあるんですか。やめたら、またこしらえるときにかかるからという話で、

こういう話でいっとんじゃけど。 

 例えばというたら、赤磐市の公社をやるときじゃとか、それから今言う仮に庁舎をどっかへ

移転するんじゃたら庁舎をするじゃとか、それから市民ホールを建てるんじゃったら市民ホー

ルをするときにはじゃとか、工業団地をするときじゃったら、工業団地はまた別のがあると思

うんじゃ、工業団地やるんじゃったらどんな、例えばの話じゃけど、何かする目的かなんか

近々１年ぐらいにある予定でこれ残しとんかな、どんなんかなあと思う。別に事務的なことは

かかるけど、まあしたほうが得かなと思うたけん、ちょっと今思うたんで。財政調整基金の中

の、今質問の中の臨時財政対策債が16.3じゃったが、赤字になっとる、１億4,000万円もなっ

とるということもありゃあそれも入れれるからなと今ちょっと思うたん、どんなんかなと思う
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たんで。どんなですか、これは。考えがあるんかな、はい。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 土地開発公社につきましては、平成26年度、おととしで一応もう

土地がなくなったと、保有がなくなったということで、先ほど委員長おっしゃったように、税

金だけ、税金だけで均等割だけですね、払うような状態でございます。以前も先行取得の必要

性でありますとか、造成計画の有無を調査して検討していきますという御回答をしとんですけ

ど、今工業団地等につきましては宅地等開発事業特別会計のほうで。 

○委員長（北川勝義君） 特会へ入れとるから。 

○財務部長（直原 平君） はい、そちらのほうでやらせていただいておりますから、ここ

一、二年で新たに土地を取得するような計画はございませんけれども、解散には約半年程度を

有しますし、先ほど言いましたように法人市民税の均等割のみ払っております状態ですから、

あと一、二年様子を見させていただきたいなというのが我々の考えです。理事長もいらっしゃ

いますけど。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、わかりました。僕は違うんです、７万円がな、あれ払う

んが、もう払わなんだら、終わっとんじゃったら、これからどっか目的を持たずにこの土地を

取得会計で買うとくんじゃというんじゃったら含んどる、持っとって、代替地に使うからとか

というて置いとくんじゃったら、またこれもええんじゃねえかと思うんじゃけど、今じゃから

公社や、そねえなことをすな、それは目的もって別じゃというのもわかって言ようるが、聞き

ょうたん、違うん。そのときのどんなんならというのを聞きたかったわけ。当分ねえんじゃっ

たら、二、三年ねえんじゃ答えて。ただ、直原部長は７万円ほどの金じゃけんしれとるかもし

れんけど、おめえ、みんなの血税じゃあからな、やっぱり。まあ言うたら、そこんとこどう考

えるかだけの、もってえねえ。いや、もう一年後には土地も何らかのことで、工業団地、将来

の先行取得しとかにゃおえんのとかあるんじゃという目的があるんじゃったらええけど、目的

ねえのに、まあ１年ぐれえ、ことしはまあええんじゃけど、決算で出とんじゃけえ、今ちょっ

とそう思うたんで、はい。７万円ほどじゃったらしれとるように言うけど、しれとりゃへん

ぞ、今そう思うたん。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 確認だけさせてください。 

 2,990万円というのは、これは3,000万円貸しとったもんが、こんだけ目減りしたんか、原資

だけちょっと。 

 それと、それから今の７万円は半分は市がもらう分じゃろう、７万円払うて、県と市と。 

○委員長（北川勝義君） 県税と市税じゃからな。 
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○委員（下山哲司君） なあ、税じゃから。じゃから、実質的には半分の４万円ほどじゃろう

けど、原資だけが問題なんで、どういう扱いになるんか。 

○委員長（北川勝義君） 使うただけ、残るだけ。 

○委員（下山哲司君） じゃけえ、貸しとるわけじゃけえ。これの扱い、どういう扱いをする

ん、最終的に。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 今の段階では、法人県民税が２万1,000円、法人市民税が５万

円、いずれも均等割です。それと証明書の手数料が1,188円ということでございまして、この

方向性につきましては、理事会等でまた十分検討をさせていただきまして、御報告なりをさせ

ていただきたいというふうに思っております。 

○委員（下山哲司君） 原資、原資。 

○委員長（北川勝義君） 原資、残りの、110万円の。 

○委員（下山哲司君） 金の原資。準備金がな、原資は何なら。どこから出しとんか。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） その3,990万5,673円につきましては、土地開発公社を設立したと

きに赤磐旧町が持ち寄ったものでございます。基本財産につきましては、出資が1,000万円と

いうことになっております。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 解散したら、赤磐市へ皆返す金じゃろう、早う言えば。 

○財務部長（直原 平君） そうです。 

○委員（下山哲司君） それをはっきりしてえてほしかったん。瀬戸はもうきちっと清算して

済ませたんじゃから、１円まで清算したんじゃからもう問題ないんじゃ。赤磐市へ返す金じゃ

ということだけ言うてくれたらええ。 

○委員長（北川勝義君） 瀬戸抜けたがな、後をしたが。 

○財務部長（直原 平君） 済いません、おっしゃるとおりで、解散の時点で赤磐市のほうに

返すお金でございます。 

○委員長（北川勝義君） 赤磐市土地開発公社じゃけん。 

○委員（下山哲司君） いやいや、旧町で出しとんじゃ、吉井町も。 

○委員長（北川勝義君） 知っとる、赤磐市土地開発、モリマシナリー。 

 もう一点、公民連携事業の公募についてというこって、ちょうどもう公募２日前に終わった

と思うんじゃが、参考に、名前はよろしいけど、何者ぐれえ出てきましたか。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、小坂課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 結果、１者の応募がありました。 

○委員長（北川勝義君） これはもう公募じゃけん、１者でもええわけじゃな。 

○管財課長（小坂憲広君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、おめえ、結果公表するというて、せえで、それ考えるん

が、考える必要ねえんじゃねんか。 

 直原部長、考えれんのじゃねえんか。 

○財務部長（直原 平君） 一応この件につきましては、言うたらいけませんけど、１者から

は問い合わせはあったということでございまして。 

○委員長（北川勝義君） 問い合わせがあった。 

○財務部長（直原 平君） はい、問い合わせはあったけど、その１者は公募は、応募はなか

ったということでございます。 

○委員長（北川勝義君） ほんならゼロか。 

○財務部長（直原 平君） いやいや、じゃあないです、１者は。 

○委員長（北川勝義君） ２者あって。 

○財務部長（直原 平君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） ２者出てきたんじゃけど、１者は問い合わせがあったけどなかっ

て、１者だけが出たという。 

○財務部長（直原 平君） そうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 最初から言わにゃあいけんのじゃなあ、おめえ。 

 参考に、どこなあ。言えれんのじゃったらええで、１者じゃったら、もうえかろう、ここで

言やあ。 

○委員（下山哲司君） 前に言わん言うとんじゃけえ、ここで言うまあ。 

○副委員長（佐々木雄司君） 結果公表は24よ。 

○委員長（北川勝義君） いや。 

○副委員長（佐々木雄司君） 結果公表24。 

○財務部長（直原 平君） ８月24日に結果公表をいたしますので、次回で、また委員会のほ

うで報告をさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 次回の委員会がねえが、24日には。 

 いやいや、何でこれ言ようるというたら、このやり方の公募をして、公募じゃけえ１者でも

よろしいと。来たら、その１者でそれが決まるというのはなあ、公募じゃあ、そりゃあ公募じ

ゃのうて、入札で辞退するん、ちょっとほんまこれは失礼な話じゃ。 

○委員（下山哲司君） 随契が悪い、随契が悪い。 

○委員長（北川勝義君） おう、一番これ考え、随契じゃねえけど、このなあ、おかしいこ
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と、制度的におかしいんじゃねえかと思うてなあ。談合して１者しか出すなと言うたんかもし

れんしなあ、出すんが、まあわからんけど。ほんなら、前から直原部長が言ようたような辺が

出るんじゃな。ほん、そりゃあ悪いなあ、どうも、うん。ほんなら前出るじゃ、こういうもん

が出るというて言ようたが。 

 じゃけんちょっと、市長、これ結果の公表はええんじゃけど、そのときに、市長、よう調査

して、こういうこともやらせてくれえということは意見言えるんかな。いや、出てこうやる、

うちが注文をつけれるんかなということ、条件的にはどんなんかな。全然つけれんわけ。やっ

てくださいというたら、これではい、やりますよというて、金額これですよというたらこれで

終わりかな。 

○副委員長（佐々木雄司君） いいですか。 

○委員長（北川勝義君） 厳しゅうできんのんかな。 

○副委員長（佐々木雄司君） 委員長、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

 厳しゅうできんの、わかって聞いたようなん。 

○副委員長（佐々木雄司君） もう一回ちょっと説明していただいたほうがいいと思います、

この公民連携事業というのは。 

 だから、向こうのほうはあくまでファシリティーマネジメントに基づいて、こうしましょ

う、ああしましょうという提案をしてくれるだけで、それをどうするかということの最終的な

イニシアチブは市のほうにあるんですよと、こういう話だったでしょう。 

○委員長（北川勝義君） それを聞きょんじゃ、今。 

○副委員長（佐々木雄司君） そういう話でよかったですね。 

○委員長（北川勝義君） それを聞きょんじゃ、わしがなあ。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） おっしゃるとおりでございます。 

 ５月、６月で一応説明を申し上げておりますけれども、既に休遊地化している市の市有地、

そういったものの有効活用につきまして、今後市役所の職員の教育でありますとか、推進講演

会の開催でありますとか、重点対象エリア、潜在地域資源のコンテンツの発掘、処理の案件等

の選定等を、その条件つけておりますけれども、これは業者が決まり次第、こちらからの要望

を十分……。 

○委員長（北川勝義君） そねえなことはええんじゃ。 

○財務部長（直原 平君） 聞いていただくように。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ前から聞きゃあ、言ようるがな。この赤磐市へ、岡山県へ関

係があってやってやりょうる、わかるようなことやったらええけど、わけもわからん、おめ
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え、国がどうのこうの、そんな話じゃった、天下りとかするん、それいけまあがなというて話

をして、岡山県がどこへあるんなら、赤磐市がどこへあるんなら、知らんという者が、初めて

来るような者が見てから、地図の上は知っとったように思うだけじゃいけまあがと言うたん、

人間的に、そりゃあよろしい、もう要らんことで。 

○財務部長（直原 平君） はい、ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、次の教育委員会のほうへ移りたいと思います。 

 教育委員会、何かありませんか。 

 なかったら、僕ちょっと１個だけ、１個。 

 園児の幼稚園の保育料が月額3,900円で、給食費もあるんじゃけど、これ保育所のというた

ら、第２じゃな。第２階層のというたら、３未と３歳というたら、3,000円と4,200円で、３歳

未満で4,200円じゃけど。これまあ、もうちょい中間でいくけんどうなるんかな、中間でとい

うたら。どんなんで、これ。幼稚園の保育料というのは高えんかな、保育所のというたらどん

なんになるん、大体平均でいうたら。 

○教育総務課長（藤井和彦君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） そんなことは下山さん、わかっとる、わしが担当、何も間違いね

え。 

 課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 赤磐市の幼稚園、保育料につきましては、県内で言います

と。 

○委員長（北川勝義君） 安いほうか。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 低い方です。大体今は6,000円ぐらいが平均になってまいり

ますんで、低いほうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 8,000円ほどじゃな、6,500円ほどか。 

○教育総務課長（藤井和彦君） ですね、岡山市でいえばそうなんですけど。 

○委員長（北川勝義君） 8,000円から取りょうるからな。 

 せえでも、授業料じゃねえ、資材というんか、資材やこうは持ってくるわな、幼稚園は。 

○教育総務課長（藤井和彦君） はい、そうですね。 

○委員長（北川勝義君） 資材やこうは持ってくるけん。 

○教育総務課長（藤井和彦君） はい。 

○委員長（北川勝義君） これ、教育長、市長、幼保一元化になるでしょう。認定こども園と

かやりますが、赤坂やこう。そのときに幼稚園で来る子と保育所で来る子がおりましょう。そ

したら、このときに、僕ちょっと今心配しょん、こんなこたああんたら心配せんでもええとい
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うんかもしれんけど、４歳の子が来て、保育所で来ますわな。すると、保育所は所得じゃけ

ん、よって違うから、階層によって違うんじゃが、それ仕方ねえというて、幼稚園で来たとき

は認定こども園で3,900円を取られますわな。そしたら、安かったり、高かったり、そのこと

はええんかな、バランス的には。そういうこともあって、これ、藤井課長、これ載せてくれと

んじゃろう、保育所のを、保育料のを。わかるかな、言ようること。将来的に考えていかにゃ

おえんのじゃねえかなとちょっと今思うたんで、言わんとしょうる、質問の意図わかりにきい

か。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長、はい。 

○委員長（北川勝義君） 意図わかりょうる、言ようること。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 認定こども園ができた場合の。 

○委員長（北川勝義君） 認定こども園できたときに、幼稚園であろうと、保育所両方扱える

わけじゃろう。藤井さんの子供が双子ができとったとして、藤井さんが。４歳児は保育所行か

すと、保育に欠けるけん、４歳児は幼稚園へ行かすというた場合にな。そういう場合、もうむ

ちゃくちゃ言よんで、どんなんかな思うて。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長、はい。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 今現在子育て支援課とも話は進めているところなんですけれ

ども、新しく29年度に認定こども園できましたら、その幼稚園の部分、保育料につきましては

合わせていきたいというふうに思っております。 

○委員長（北川勝義君） いや、そうせなんだら困らなあ。ということは、またこれ29年度

の、詳しゅう聞きょんじゃが、話の内容でいうのは、よその保育所やこうにも、それから幼稚

園じゃあなあ、影響していこう。その今言う認定こども園をするとこだけをすんか、例えば吉

井は保育所じゃと、山陽は幼稚園じゃと、熊山はこう、どうなるんかな、そりゃあ。考え方と

して、今どうこう言よんじゃのうて。見直しをしたとして対応は、その今赤坂へつくる認定こ

ども園だけのことを言ようるわけ。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長、はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤井課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 新しくできる桜が丘ですかね。 

○委員長（北川勝義君） はい、桜が丘。 

○教育総務課長（藤井和彦君） そこについても幼稚園分のところは合わせていこうと。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえもう、今の保育所とか、純粋な、吉井でいうたら佐伯北保

育園とか、せえから山陽の幼稚園とかというのはいらわんというこっちゃな。 

○教育総務課長（藤井和彦君） そうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 新しゅうできる、桜が丘やこうにできる２カ所だけをいらうという
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こと。 

○教育総務課長（藤井和彦君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） ああ、そういうことなん。ほんなら、何とのうわかったんじゃ、お

かしいことになるなあと思うてな。はい、わかりました。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、教育委員会を終わりたいと思います。 

 続きまして、消防本部のことについてありますか。 

 消防本部に移ります、ありますか。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、消防本部、これで事業の進捗状況におきましての協議事

項は終わりたいと思います。 

 その他について、２のその他に入ります。 

 その他で何かありますか、執行部のほうありましたら。 

 執行部ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 委員さんのほうで、その他何かありましたら。 

○副委員長（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） さっきの市の歌についてなんですが、学校現場とかでこういっ

たような市の歌を、郷土に対しての愛を育むために活用したいというようなお話があったんで

すが、教育委員会のほうで何かこれに関係して、こんなふうな取り組みをしていこうというよ

うなものが、今既にあるのがなければ、今後考えていきたいとお考えになられてるのか。要望

としては考えていっていただきたいと、こんなふうに思っておりまして、そこら辺の考え方、

もしあればちょっと教えていただいといていいですか。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） この市の歌については、大変すばらしいことでもありますの

で、例えば、まだ決定したものではありませんが、現在学校と調整をしている中で、例えば音

楽会で全員で合唱するとか。 

○副委員長（佐々木雄司君） ああ、いいですね。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、あるいは、それぞれの学校、中学校でもあります音楽

発表会等での全校合唱で使うとか、そういった場所で必ず何らかで歌う方向で検討していきた
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いと考えております。 

○副委員長（佐々木雄司君） いいですね、よろしいですね。いいです、頑張ってください。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なかったら僕が１点。 

 今赤磐市の中で、何がええとか悪いとかというんじゃねんじゃけど、いろいろ各イベントが

あります。イベントのときに、ちょっとこの間の花火です、実は。花火のときに出てから、も

う産業建設のほうじゃけど、地域のガードマンさんとかやらりょうる方がおられて、よそばあ

せんでもええがなというて話になって、やけくそじゃねえが、税金払よんでと、こういうて話

をしたんじゃけど、そりゃまあ入札で公平にやっとんじゃから、それなりにまた言わせてもろ

うときますという話をしたんで、市内の業者もやっぱりそうやって切迫もあった、あるんで、

できたらやり方が悪いとは言よんじゃありません、協力願いてえなと今ちょっと思うとんで、

よろしゅうお願いしてえと思います。 

 それからもう一点が、この８月の、委員さんに総務は、総務文教はそう関係ねえというたら

失礼な話、産建が主の話になるかもしれんのですが、20日、21日と備前三大祭りのおすわ祭り

というのがあります。それで、21日は周匝納涼祭りということで事業をしております。各委員

の皆さんには御案内差し上げております。ぜひ出席できましたらしていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。職員の方についても同じです、それ２点です。 

 以上です。 

 ほんでええな。これで他にないようなので、その他もないようなので、これで終わりたいと

思います。 

 以上をもちまして終わります。 

 第８回の総務文教常任委員会を終わるということで、失礼、あれがあったん。わかった、わ

かったから、もういらうなっちゃ、おめえ。 

 違う、違う、違う、要らんことすな、ヨシオが要らんことをするけえ。 

 失礼しました。決算審査特別委員が９月の定例議会で出していただかにゃあいけないという

ことになっております。どのようにさせていただきましょうか。 

 前年度は委員長と副委員長ということで、私と佐々木さんが出させていただいております。 

 どのようにしましょうか。 

○委員（実盛祥五君） それでよろしい。 

○委員長（北川勝義君） 皆さんよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それじゃあ、委員長、副委員長が決算審査特別委員へ出るというこ

とでさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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 再々ですが、以上をもちまして第８回の総務文教常任委員会を終わりたいと思います。 

 閉会に当たりまして、杉山教育長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○教育長（杉山高志君） 委員長、教育長、杉山。 

○委員長（北川勝義君） はい、杉山教育長。 

○教育長（杉山高志君） 本日は、各部からの事業の進捗状況につきまして慎重に審議をいた

だき、また貴重な御意見をいただきました。私どもしっかりといただいた意見をもとに頑張っ

てまいりたいと思います。 

 暦の上では秋ですけれども、まだまだこれから残暑が厳しいと思います。委員の皆様方も御

健康にはくれぐれも御留意くださいまして、９月の議会を迎えたいと思います。本日はまこと

にありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） それから、図書館のほうで奥田次長、下山さんが言ようたＤＶＤ

の、他にあるかねえか確認だけちょっとまた。 

○教育次長（奥田智明君） はい、わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 原田部長、今言ようたさっきの話の、置いとるか置いてねえか。置

いとるような気が、何か置いてなかったか。 

○総合政策部長（原田昌樹君） いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 一般に広く見てもらう場合に、そのＤＶＤでも普通の個人で

買うやつではなくて、少し値段の高いようなやつがたしかあったと思うんです。それを多分、

つくってるかつくってないか、ちょっと規格確認しないとわからないんですけど、多分余り、

何かそこできてなかったように思うんです。それで、今回２作目をこの前上映会ということで

やらせていただいて、今度１作目の上映会をまた４カ所でやらせていただくようにして、皆さ

んできるだけ多くの方に見ていただいて、いわゆる３作目、赤磐市が舞台のものを10月22日か

ら見ていただこうというふうな対応をさせていただいております。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい。 

○副委員長（佐々木雄司君） 委員長、済いません、閉会まだしてないんですね。 

○委員長（北川勝義君） 閉会したろう。 

○副委員長（佐々木雄司君） 閉会の挨拶。 

○委員長（北川勝義君） 閉会したが。しとらんか。 

○副委員長（佐々木雄司君） 挨拶終わったんで、終わりますで。 

○委員長（北川勝義君） これで本日の委員会を終わります。 

              午後０時34分 閉会 

 


